
全
-
け
久
局
、
。
ル

春
秋
後
期
の
楚
の

「
公
」

に
つ
い
て

|
|
戦
闘
封
君
出
現
へ
向
け
て
の
一
試
論
|
|

問

題

の

所

在

卒
王
・
昭
王
・
悪
玉
期
の
検
討

付

卒

王

期

同

昭

主

・

恵

王

期

国
王
族
へ
の
土
地
賜
輿

三
春
秋
後
期
の
「
公
」
に
つ
い
て

四
結
び
に
か
え
て

一一
問

題

の

所

在

第
四
十
五
巻

第
二
競

昭
和
六
十
一
年
九
月
護
行

道

子

安

- 1ー

187 

(
1〉

葉
公
子
高
(
沈
諸
梁
)
は
恵
王
一

O
年
(
前
四
七
九
〉
に
卒
王
の
大
子
建
の
子
の
勝
が
起
こ
し
た
所
謂
自
公
の
凱
を
鎮
匪
し
た
こ
と
で
名
高
い

(

2

)

(

3

)

 

楚
圏
の
賢
巨
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
こ
の
子
高
は
葉
懸
の
管
領
者
と
見
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
『
左
停
』
荘
公
三

O
年
の
「
秋
、
申
公
開
班
子
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元
ヲ
殺
ス
。
」
に
劃
す
る
杜
注
「
楚
ハ
倦
挽
シ
、
鯨
弔
ア
皆
公
ヲ
稽
ス
ル
ナ
リ
。
」
、

公
魚
ラ
使
ム
。
〕
へ
の
杜
注
「
氏
ハ
楚
ノ
大
夫
ナ
リ
。
陳
ヲ
滅
シ
テ
懸
ト
魚
ス
。
成
ヲ
シ
テ
蘇
公
魚
ラ
使
ム
。
」
が
示
す
よ
う
に
、
楚
で
は
懸
管

(

4

)

 

領
者
が
公
を
稿
し
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
同
じ
く
『
左
俸
』

昭
公
八
年
の
「
穿
封
氏
ヲ
シ
テ
陳

し
か
し
、
公
に
邑
名
を
冠
し
た
存
在
す
べ
て
を
懸
管
領
者
と
い
う
同
一
概
念
で
見
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
こ
の
黙
に
つ
い
て
論

じ
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
邑
名
に
公
の
つ

い
た
稿
で
呼
ば
れ
る
人
物
を
鯨
公
と
し
て
、

楚
鯨
に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ

ヲハ
V

。従
来
、
楚
で
は
鯨
管
領
者
は
園
君
に
よ
っ
て
任
命
涯
遣
さ
れ
る
者
で
、
進
防
の
重
鎮
と
い
う
懸
の
性
質
上
そ
の
主
な
任
務
は
軍
事
的
な
も

の
、
す
な
わ
ち
懸
軍
を
統
轄
し
て
の
防
守
に
あ
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
鯨
は
そ
の
管
領
者
の
世
襲
の
采
邑
で
は
な
く
園
君
の
直
接
支
配
を
受
け

(

5

)

 

る
、
と
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
葉
公
子
高
に
関
す
る
史
料
を
見
て
い
く
と
、
葉
公
を
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
懸
管
領
者
と
見
る
こ
と
に
疑
問

(
6
)
 

が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

葉
公
奈
ニ
在
リ
。
方
城
ノ
外
皆
目
ク
、
以
テ
入
ル
ベ
シ
ト
。

こ
れ
は
白
公
の
凱
(
前
四
七
九
)
の
時
の
こ
と
で
あ
る
が
、
凱
が
勃
護
し
た
時
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
葉
公
子
高
は
葉
で
は
な
く
奈
に
い
た
の
で
あ

(

7

)

(

8

)

(

9

)
 

る
。
蘇
公
が
防
衛
上
の
必
要
か
ら
懸
軍
を
率
い
て
他
邑
に
駐
屯
す
る
例
は

『
左
俸
』
に
も
見
え
、
研
究
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
、

(『左
停
』
亥
公
一
六
年
)

-2-

し
か
し

『
園
語
』
は

(
子
西
)
従
ハ
ズ
、
途
-
一
白
公
魚
ラ
使
ム
。
子
高
疾
ヲ
以
テ
禁
一
一
閉
居
ス
。

(
楚
語
下
〉

と
、
勝
を
臭
か
ら
呼
び
戻
そ
う
と
す
る
令
安
子
西
に
自
ら
の
反
射
一意
見
を
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
子
高
が
禁
に
閉
居
し
た
、
と
傍
え
て
い
る
。
こ

の
『
園
語
』
と
先
の
『
左
停
』
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
子
高
は
任
務
で
臨
時
に
察
に
留
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
必
然
性
が
あ

っ
て
奈
に
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
子
高
に
そ
の
凱
を
鎮
座
さ
れ
た
白
公
勝
も
や
は
り
白
に
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



恵
王
二
年
、
子
西
故
卒
王
ノ
太
子
建
ノ
子
勝
ヲ
呉
ヨ
リ
召
シ
、
以
テ
巣
大
夫
ト
篤
シ
、
競
シ
テ
自
公
ト
白
フ
。
(
『
史
記
』
楚
世
家
)

〈

m〉
(

孔

)

す
な
わ
ち
、
自
公
勝
は
自
公
と
稽
し
な
が
ら
白
(
河
南
省
息
懸
東
七
十
里
)
で
は
な
く
由
来
(
安
徽
省
巣
蘇
東
北
五
里
)
の
大
夫
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

従
来
の
如
く
、
こ
の
葉
公
子
高
・
白
公
勝
を
い
ず
れ
も
懸
管
領
者
と
見
る
と
、
軍
事
的
な
任
務
で
他
邑
へ
駐
屯
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
葉
と

白
を
そ
の
管
領
す
べ
き
本
接
地
と
す
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
は
奇
異
な
感
を
禁
じ
得
な
い
。

さ
ら
に
別
の
面
か
ら
も
、
葉
公
子
高
を
蘇
管
領
者
と
し
て
見
る
こ
と
へ
の
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。

沈
諸
梁
二
事
ヲ
粂
ヌ
。
園
寧
シ
。
乃
チ
寧
ヲ
シ
テ
令
ヰ
ア
震
一
フ
使
メ
、
寛
ヲ
シ
テ
司
馬
魚
ラ
使
メ
テ
葉
-
一
老
ス
。
(
『
左
停
』
亥
公
二
ハ
年
)

こ
れ
は
白
公
の
凱
鎮
藍
直
後
の
こ
と
で
、
文
中
の
コ
一
事
」
と
は
杜
症
が
言
う
如
く
令
予
・
司
馬
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
は
沈

(

ロ

)

諸
梁
(
子
高
)
が
令
晋
ノ
職
に
つ

い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
園
都
郵
に
あ
っ
て
諸
官
の
綿
帥
た
る
べ
き
令
表
職
を
、
特
定
の
地
方
の

管
領
懸
の
軍
事
防
衛
を
主
な
任
務
と
す
る
懸
管
領
者
が
粂
任
す
る
の
は
、
範
の
直
後
と
い
う
特
殊
な
獄
況
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
や
は
り
不

(

日

)

自
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。

- 3ー

(

M

)

 

さ
ら
に
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
楚
懸
管
領
者
の
世
襲
性
を
否
定
し
て
い
る
翻
貼
か
ら
見
て
問
題
な
の
は
、
「
葉
ニ
老
ス
」
と
い
う
語
で

あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
片
言
か
ら
葉
が
子
高
の
封
邑
で
あ
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
が
、
「
孟
嘗
君
病
ヲ
謝
ス
ニ
因
リ
、
醇
-
一

時
老
セ
ン
ト
ス
。
」
(
『
史
記
』
孟
嘗
君
列
俸
〉
と
戦
園
期
の
賓
の
孟
嘗
君
が
そ
の
封
地
に
引
退
し
よ
う
と
し
た
如
く
、

ハ
日
)

と
っ
て
離
職
と
同
時
に
返
還
す
べ
き
性
質
の
邑
で
は
な
い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
の
語
句
は
葉
が
子
高
に

以
上
見
て
き
た
如
く
、
葉
公
子
高
と
白
公
勝
は
従
来
言
わ
れ
て
き
た
鯨
管
領
者
の
概
念
と
は
一
致
し
な
い
面

l
l葉
公
・
白
公
と
稽
し
な
が

(

日

)

(

口

)

ら
葉
・
白
以
外
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
、
令
号
ノ
職
を
粂
ね
た
こ
と
、
葉
に
封
邑
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
ー
ー
を
持
つ
存
在
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
某
公
を
一
様
に
同
じ
性
質
の
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
が
最
早
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
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こ
こ
に
お
い
て
我
々
は
、
楚
懸
の
管
領
者
が
公
を
稽
し
た
と
い
う
知
識
か
ら
一
時
離
れ
て
、
葉
公
・
自
公
を
そ
の
存
在
し
た
時
代
背
景
の
中

に
戻
し
て
、
そ
こ
か
ら
彼
ら
の
祉
曾
的
性
格
を
改
め
て
問
い
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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卒
王
・
昭
王
・
恵
王
期
の
検
討

付

卒

王

期

(

問

)

葉
公
子
高
の
生
残
年
は
定
か
で
は
な
い
が
、
彼
が
活
躍
を
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
卒
王
期
(
前
五
二
八
J
前
五
二
ハ
〉
は
、

楚
に
と
っ
て
大
き

な
節
目
に
な
る
時
代
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
代
が
い
か
な
る
時
代
で
あ
っ
た
の
か
、

い
か
な
る
時
代
的
要
請
を
持
っ
た
時
期
で

あ
っ
た
の
か
、
そ
の
黙
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

卒
王
は
周
知
の
如
く
、
そ
の
前
の
霊
王
(
前
五
四
0
1前
五
二
九
在
位

γが
ク
ー
デ
タ
ー
で
倒
さ
れ
た
あ
と
を
承
け
て
即
位
し
た
王
で
あ
り
、
そ

う
し
た
一
意
味
で
尋
常
な
ら
ざ
る
紋
況
で
王
位
に
即
い
た
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
反
氏
族
制
的
色
彩
が
濃
厚
な
霊
王
の
諸
政
策
|
|
滅
し
た
園

(

山

口

)

を
鯨
と
し
た
り
あ
る
い
は
遷
邑
な
ど
の
慮
置
に
よ
る
軍
事
力
の
再
編
成
、
大
世
族
勢
力
へ
の
削
弱
策
、
私
臣
登
用
の
試
み
な
ど
|
|
は
楚
園
の

- 4一

内
外
に
大
き
な
不
満
と
非
難
を
惹
き
起
こ
し
、
そ
の
結
果
霊
王
は
治
世
十
二
年
に
し
て
、
追
わ
れ
た
り
削
弱
策
を
蒙

っ
た
公
子
や
世
族
な
ど
楚

圏
内
の
勢
力
と
、
園
を
滅
さ
れ
た
り
邑
を
遷
さ
れ
た
り
し
た
楚
圏
外
の
勢
力
と
の
連
合
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
で
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ

(

初

)

霊
王
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
方
城
外
の
軍
事
力
の
中
心
た
る
禁
豚
の
蘇
公
と
し
て
、
こ
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
大
き

っ
た
(
『
左
即
時
』
昭
公
一

三
年
〉。

く
開
興
し
た
奈
公
奔
疾
が
す
な
わ
ち
卒
王
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
朕
況
の
中
で
即
位
し
た
新
王
に
、

霊
王
に
よ
る
政
策
方
針
の
饗
更
と
い
う
期

待
が
園
の
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
嘗
然
珠
測
で
き
る
。
す
な
わ
ち
卒
王
の
治
世
は
、

霊
王
期
の
繕
承
で
は
な
く
、
そ
の
方
向
碍
換
を
求

め
る
潮
流
の
中
で
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
朕
況
に
お
い
て
卒
王
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は
、

具
盟
的
に
は
い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

(

幻

)

前
述
の
如
き
即
位
の
吠
況
か
ら
、
卒
王
に
と
っ
て
は
霊
王
の
反
氏
族
制
的
政
策
へ
の
不
満
で
沸
騰
し
た
圏
論
を
慰
撫
す
る
こ
と
が
緊
急
か
っ

『
左
傍
』
昭
公
一
一
一
一
年
に
見
え
る
よ
う
に
、
卒
王
は
即
位
す
る
と
直
ち
に
霊
王
に
よ
っ
て
廓
と

必
須
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。



さ
れ
て
い
た
陳
・
察
二
園
を
復
し
、
遷
さ
れ
た
邑
を
故
地
へ
畏
し
、
底
止
さ
れ
た
官
を
復
す
る
策
を
取
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
霊
王
に
よ

っ
て
破
ら
れ
た
宗
族
制
的
秩
序
の
回
復
へ
の
方
向
性
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
園
の
内
外
の
欲
求
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
霊
王
路
線
の
饗
更
は
同
時
に
新
た
な
課
題
を
卒
王
に
つ
き
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
陳
・
察
の
復
園
は
卒
王

(

辺

)

(
奔
疾
)
自
ら
が
こ
れ
ま
で
己
の
支
配
下
に
置
い
て
い
た
軍
事
力
の
自
ら
の
手
に
よ
る
解
瞳
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
陳
・
察
・
不
糞
と

(

お

〉

い
っ
た
大
牒
を
中
心
と
し
た
霊
王
時
代
の
方
域
外
の
地
域
の
軍
事
力
の
強
大
さ
は
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ク
ー
デ
タ
ー
の
後
に

奔
疾
が
そ
の
兄
の
二
人
の
公
子
を
排
し
て
王
位
に
即
く
こ
と
に
成
功
し
た
(
『
左
停
』
昭
公
一
一
一
一
年
〉
の
も
、
史
料
は
明
言
し
て
い
な
い
が
、
察
公

(

担

〉

と
し
て
こ
の
方
城
外
の
軍
事
力
を
掌
握
し
て
い
た
こ
と
に
負
う
所
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
公
子
奔
疾
(
卒
主
〉
が
楚
園

内
に
持
っ
て
い
た
勢
力
基
盤
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
ど
れ
程
で
あ
っ
た
に
し
ろ
、
察
公
と
し
て
掌
握
し
て
い
た
軍
事
力
に
比
べ
れ
ば

(

お

)

及
ぶ
べ
く
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
陳
・
禁
の
復
園
は
止
む
を
得
な
い
虚
置
で
は
あ
っ
た
が
、
同
時
に
卒
王
の
存
在
基
盤
を
脆
弱

化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
従
っ
て
卒
王
は
自
ら
の
存
在
の
安
定
の
た
め
に
、
こ
れ
に
代
わ
る
新
し
い
勢
力
基
盤
を
求
め
ね
ば
な
ら

- 5ー

な
い
と
い
う
緊
急
の
課
題
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
霊
王
期
の
後
始
末
と
し
て
卒
王
の
前
に
つ
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
に
謹
境
防
衛
瞳
制
の
再
建
が
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
別
稿
で
も
指
摘
し

(

お

)

た
こ
と
で
あ
る
が
、
陳
・
察
と
い
う
大
蘇
を
中
心
と
し
て
の
方
城
外
の
軍
事
瞳
制
の
瓦
解
、
遷
邑
に
よ
る
打
撃
を
受
け
て
の
氏
族
軍
た
る
従
来

の
牒
軍
の
再
編
の
困
難
化
と
い
っ
た
朕
況
を
承
け
、
東
方
の
果
や
北
の
中
原
に
備
え
ね
ば
な
ら
な
い
楚
に
と
っ
て
防
衛
瞳
制
の
整
備
は
正
に
緊

急
の
課
題
で
あ
っ
た
。

卒
玉
元
年
(
前
五
二
八
)
の
次
の
史
料
は
、
卒
王
が
前
述
の
課
題
に
い
か
に
劃
醸
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
そ
の
方
針
を
推
測
さ
せ
る
手
掛
り
と

な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

夏
、
楚
子
然
丹
ヲ
シ
テ
上
園
ノ
兵
ヲ
宗
丘
一
一
簡
シ
、

且
ツ
其
ノ
民
ヲ
撫
セ
使
ム
。
貧
一
一
分
カ
チ
、
窮
ヲ
振
ヒ
、
孤
幼
ヲ
長
シ
、
老
疾
ヲ
養

ヒ
、
介
特
ヲ
牧
メ
、
災
患
ヲ
救
ヒ
、
孤
寡
ヲ
宥
シ
、
罪
戻
ヲ
赦
シ
、
姦
悪
ヲ
詰
シ
、
滝
滞
ヲ
暴
ゲ
、
新
ヲ
躍
シ
、
奮
ヲ
蚊
シ
、
動
ヲ
蘇
シ
、

191 
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親
ヲ
合
ハ
セ
、
良
ニ
任
ジ
、
官
ヲ
物
ス
。
屈
罷
ヲ
シ
テ
東
園
ノ
兵
ヲ
召
陵
ニ
簡
セ
使
ム
ル
コ
ト
亦
之
ノ
如
シ
。
(
『
左
惇
』
昭
公
一
四
年
)

(

幻

)

(

お

〉

こ
れ
は
卒
王
が
然
丹
(
子
卒
)
と
屈
罷
に
命
じ
て
園
の
西
部
と
東
部
の
兵
備
を
開
閉
し
て
軍
備
を
貼
検
し
、

併
せ
て
政
に
臨
む
姿
勢
を
示
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

こ
に
お
い
て
「
貧

ニ
分
カ
チ
」
か
ら
「
官
ヲ
物
ス
」
ま
で
の
具
瞳
的
な
施
策
は
特
に
興
味
深
い
が
、
そ
れ
は

「
姦
恵

ヲ
詰
シ
」
ま
で
を
境
と
し
て
そ
の
前
後
で
内
容
的
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
前
牢
は
、

「
貧
し
い
者
に
興
え

困
窮
者
を
救
い
、
孤
児
を
育
て
、
老
人
や
病
人
を
養
い
、
身
寄
り
の
な
い
者
を
牧
容
し
、

擢
災
者
を
救
い、

孤
児
や
寡
婦
の
賦
税
を
軽
く
し、

〈

m
m
)

〈
軽
い
)
罪
の
あ
る
者
を
赦
し
、
特
に
邪
悪
な
者
を
問
責
す
る
」
と
い
う
、

社
禽
的
弱
者
の
救
済
と
正
邪
を
正
す
一
般
的
な
撫
民
の
施
策
で
あ

る
の
に
劃
し
、
後
中
十
は
「
才
が
あ
り
な
が
ら
任
官
し
て
い
な
い
者
を
登
用
し
、
新
参
者
は
貴
賎
上
下
の
別
を
つ
け
て
登
用
し
、
古
参
の
者
に
も

(

初

)

官
職
を
授
け
、
功
あ
る
者
に
は
詠
を
輿
え
、
宗
族
を
圏
結
さ
せ
、
賢
良
を
選
任
し
、

官
に
は
逼
任
者
を
あ
て
る
」
、

と
い
う
官
職
へ
の
登
用

任
用
の
方
針
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
特
に
後
半
部
を
見
る
と
、
こ
う
し
た
方
針
は
先
の
卒
王
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
を
背
景
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
よ
う

(

む

)

(

幻

)

に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
積
極
的
な
人
材
登
用

・
適
材
適
所
の
能
力
主
義
を
標
拐
す
る

一
方
、
奮
来
の
臣
へ
の
配
慮
・
宗
族
の
重
視
な
ど
で

-6-

宗
族
的
秩
序
擁
護
論
を
も
満
足
さ
せ
よ
う
と
し
た
、
極
め
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、

正
に
即
位
時
の
卒
王
に
必
要
な
姿
勢
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
基
本
線
に
沿
っ
て
卒
王
は
自
ら
に
課
せ
ら
れ
た
問
題

l
l自
己
の
勢
力
基
盤
の
確

(お〉

立
、
防
衛
鐙
制
の
再
建
、
そ
し
て
宗
族
制
的
秩
序
の
維
持
|
|
に
封
慮
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
線
に
沿
っ
て
、

卒
王
は
具
践
的
に
ど
の
よ
う
な
政
策
を
行
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

に
よ
る
に
、

(

鈍

)

句

(昭
公
一
七
・

二
三
年
)
、
嚢
瓦
(
昭
公
二
三・

定
公
四
年
〉
で
あ
る
。
闘
成
然
は
若
敷
よ
り
出
た
闘
氏
の
、
陽
匂
は
穆
王
よ
り
出
た
陽
氏
の
、
さ

ま
ず
卒
王
が
重
用
し
た
人
聞
を
見
る
と
、

『
左
俸
』

そ
の
治
世
に
令
予
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
開
成
然
(
昭
公
二
ニ
・
四
年
)
、
陽

ら
に
褒
瓦
は
荘
王
か
ら
出
た
嚢
氏
の
そ
れ
ぞ
れ
一
員
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
陽
旬
と
嚢
瓦
は
王
室
出
自
の
闘
氏
や
屈
氏

・
蓮
氏
と
い
っ
た
奮
来

の
大
世
族
に
比
べ
、
王
室
か
ら
分
か
れ
て
聞
も
な
い
、
言
わ
ば
新
世
族
と
も
言
い
得
る
存
在
で
あ
る
。
令
予
に
次
ぐ
要
職
で
あ
る
司
馬
を
見
て



も
、
名
が
見
え
る
の
は
公
子
紡
(
『
左
俸
』
昭
公
一
七
年
〉
と
蓮
越
(
『
同
』
昭
公
二
三
年
)
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
卒
王
時
代
の
令
予
・
司
馬
に
は
公
子

も
し
く
は
新
世
族
の
就
任
が
目
に
つ
く
。

こ
れ
は
康
王
時
代
(
前
五
五
九
J
前
五
四
五
)
の
後
期
か
ら
霊
王
時
代
、
令
弔
ア
職
に
蓮
子
漏
(
『同
』
褒

公
二
二
年
〉
、
屈
建
〈
『
同
』
裏
公
二
五
年
〉
、
蓮
罷
(
『
同
』
昭
公
元
年
〉
と
奮
来
の
大
世
族
が
就
任
し
て
き
た
こ
と
と
比
べ
る
と
注
目
し
て
良
い
傾
向

(お〉

と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
そ
の
六
年
(
前
五
二
三
)
に
、
卒
王
が
費
無
極
の
言
を
容
れ
て
北
の
城
父
(
河
南
省
賓
塑
懸
東
四
十
里
)
に
大
子
建
を
置
い
て
中
原
と
の

こ
と
に
嘗
た
ら
せ
た
こ
と
が
『
左
俸
』
昭
公
一
九
年
に
見
え
る
。
こ
こ
で
中
原
と
の
交
渉

・
防
備
の
た
め
に
公
子
の
中
で
も
大
子
を
起
用
し
て

(

お

)

い
る
こ
と
と
、
こ
こ
に
見
え
る
費
無
極
な
る
人
物
に
留
意
し
た
い
。

卒
王
の
そ
ば
に
あ
っ
た
謹
臣
費
無
極
は
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
出
自
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

『
左
博
』
昭
公
二
七
年
が
俸
え
る
よ
う
に
、
昭

王
元
年
(
前
五
一
五
)
に
費
無
極
は
そ
の
謹
臣
ぶ
り
を
惜
む
園
入
居
の
輿
論
に
お
さ
れ
た
令
予
子
常
に
よ
っ
て
族
滅
さ
れ
て
い
る
が
、
卒
王
の
寵

臣
で
あ
っ
た
無
極
が
次
の
昭
王
の
元
年
に
殺
害
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
無
極
に
は
卒
王
の
後
楯
を
失
っ
た
こ
と
が
痛
手
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ

(

幻

)

れ
、
こ
こ
か
ら
費
無
極
は
あ
る
い
は
人
材
登
用
の
方
針
に
沿
っ
て
抜
擢
さ
れ
た
卒
王
の
私
臣
的
人
物
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
見
て
き
た
所
か
ら
、
卒
王
期
の
人
材
登
用
に
閲
し
て
気
付
く
こ
と
は
、
費
無
極
の
如
き
私
臣
の
抜
擢
と
と
も
に
、
公
子
も
し
く
は
卒
王

に
比
較
的
近
い
時
代
に
王
室
か
ら
分
か
れ
た
世
族
が
令
予
・
司
馬
と
い
う
要
職
に
就
き
、
大
子
を
城
父
に
置
い
て
中
原
と
の
こ
と
に
嘗
た
ら
せ

よ
う
と
す
る
な
ど
の
公
子

・
新
世
族
を
積
極
的
に
任
用
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
我
々
は
こ
こ
に
お
い
て
、
卒
王
は
こ
う
し
た
公
子
や
新

〈

m拍
)

世
族
を
自
ら
の
勢
力
の
基
盤
と
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
卒
王
の
政
策
の
一
つ
の
方
向
を
見
い
出
し
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
先
の
「
親
ヲ
合
ハ
セ
」
の
寅
践
で
あ
り
、
宗
族
的
秩
序
の
支
持
者
を
も
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
で

(
鈎
〉

あ
ろ
う
。
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で
は
、
も
う
一
つ
の
課
題
の
遁
境
防
衛
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

『
左
停
』
に
見
え
る
郊
(
河
南
省
郊
豚
)
・
州
来
(
安
徽
省
鳳
肇
蘇
〉
に
域
き
〈
昭
公
一
九
年
〉
、
さ
ら
に
州
屈
(
安
徽
省
鳳
陽
豚
西
)
・
丘
皇
(
河
南
省
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信
陽
豚
南
〉
に
城
い
て
茄
(
安
徽
省
懐
遼
豚
)
と
醤
(
河
南
省
信
陽
豚
西
北
〉
の
人
を
遷
し
、
出
来
と
各
(
河
南
省
薬
師
脚
西
南
〉

に
郭
を
築
か
せ
た
(
昭
公

特
に
呉
に
針
し
て
取
ら
れ
た
慮
置
で
あ
る
が
、

(

州

叫

)

鯨
・
大
邑
の
強
化

・
鋪
充
を
意
園
し
た
と
思
わ
れ
る
の
と
比
較
す
る
と
、
土
地
を
他
邑
へ
所
属
替
え
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
。
ま
た
遷
邑
や
人
を

(

H

U

)

 

遷
す
こ
と
も
、
先
の
茄

・
砦
の
人
を
遷
し
た
他
に
は
卒
王
五
年
(
前
五
二
四
)
に
許
を
そ
れ
ま
で
の
葉
か
ら
析
(
河
南
省
内
郷
懸
)
へ
、
六
年
(
前

(

必

〉

五
二
三
)
に
陰
の
戎
を
下
陰
(
湖
北
省
光
化
豚
西
〉
に
遷
し
た
二
例
だ
け
で
こ
れ
も
霊
王
時
代
に
比
べ
る
と
数
が
少
な
い
。
霊
王
が
意
園
し
た
、

(

円

相

)

部
の
田
を
増
や
し
て
大
懸
の
力
を

一
一
層
扱
充
さ
せ
、
そ
う
し
た
大
鯨
を
進
境
防
衛

・
軍
事
進
出
の
擦
黙
に
し
よ
う
と
す
る
構
想
は
、
前
述
し
た

二
五
年
〉
の
は
過
境
防
衛
、

先
の
霊
王
時
代
の
築
城
か
人
や
土
地
の
移
動
を
と
も
な

っ
て
、
大

如
く
蘇
と
さ
れ
た
園
や
、
土
地
の
分
割

・
遷
邑
の
劃
象
と
な
っ
た
邑
の
人
々
の
強
い
抵
抗
の
前
に
挫
折
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
卒
王
の
政
策
が

そ
れ
と
異
な
る
の
は
嘗
然
で
あ
ろ
う
。
で
は
卒
王
に
よ
っ
て
取
ら
れ
た
新
し
い
策
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
氏
族
軍
で
あ
っ
た
そ

れ
ま
で
の
豚
軍
に
代
わ
っ
て
、

に
一
一
部
始
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
邑
の
人
民
を
兵
と
し
て
用
い
る
こ
と
が

(

必

)

こ
の
卒
王
期
か
ら
溢
境
な
ど
よ
り
贋
範
な
地
域
で
質
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

し
か
し

共
王
時
代
(
前
五
九
O
J前
五
六

O
)

- 8 ー

卒
王
期
の
史
料
か
ら
だ
け
で
は
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

こ
の
問
題
解
明
の
た
め
に
は
、
我
々
は
さ
ら
に
次
の
昭
王
、
恵
王

の
時
代
へ
目
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
昭
王
期
の
検
討
へ
移
る
前
に
、
卒
王
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
で
最
後
に

一
つ
目
を
留
め
て
お
く
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

楚
ノ
令
弔
ア
子
旗
、

王
ニ
徳
有
リ
テ
度
ヲ
知
ラ
ズ
。
養
氏
ト
比
シ
テ
求
メ
厭
ク
無
シ
。
王
之
ヲ
患
フ
。
九
月
甲
午
、
楚
子
闘
成
然
ヲ
殺
シ
、

養
氏
ノ
族
ヲ
滅
シ
、
聞
辛
ヲ
シ
テ
郎
ニ
居
ラ
使
メ
、
以
テ
嘗
動
ヲ
忘
ル
無
ケ
ン
ト
。

(
『
左
停
』
昭
公
一
四
年
〉

こ
れ
は
卒
王
の
即
位
に
功
の
あ
っ

た
こ
と
を
理
由
に
そ
の
振
舞
に
自
に
齢
る
も
の
が
あ
っ
た
令
予
子
旗
(
闘
成
然
〉
と
養
氏
の
族
を
王
が
殺
し

た
こ
と
を
侍
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
王
が
開
成
然
の
子
の
辛
を
「
町
守
一
居
ラ
使
メ
」
た
と
は
何
を
一
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(

必

)

(

日

明

〉

鄭
(
湖
北
省
鍾
鮮
懸
南
)
は
『
左
傍
』
成
公
七
年
に
「
鄭
公
鍾
儀
」
な
る
者
が
鄭
の
捕
虜
に
な
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
卒
王
は
聞
辛
を
都
府
脚
の
懸
公
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

か
つ
て
は
楚
の
蘇
で

『
左
惇
』
定
公
四
年
に
「
郎
公
辛
」
と
出
て
く
る
の
を



見
る
に
、
そ
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
の

『
左
俸
』
定
公
四
年
を
見
る
と
、

果
の
侵
略
に
追
わ
れ
て
昭
王
が
鄭
に
逃
げ
て
く
る

と
、
王
を
殺
そ
う
と
す
る
弟
の
言
を
斥
け
て
辛
は
王
と
共
に
障
に
奔
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
呉
の
侵
入
に
よ
る
都
部
の
陥
落
と
い
う
楚
に
と
っ

て
の
未
曾
有
の
園
難
に
際
し
、
闘
辛
が
も
し
軍
事
的
要
職
で
あ
る
鯨
公
で
あ
っ
た
な
ら
、
何
ら
の
軍
事
的
任
務
に
も
就
か
ず
に
鄭
に
い
た
こ
と

は
い
か
に
も
奇
異
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
私
は
敢
え
て
鄭
公
開
辛
は
鄭
懸
の
管
領
者
で
は
な
く
、
鄭
は
聞
辛
に
封
邑
と
し
て
賜
輿
さ
れ
た
の
で

(
円
引
〉

は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
れ
に
関
し
て
、
鄭
の
位
置
に
諸
設
が
あ
る
中
で
、
鄭
と
却
を
等
し
い
と
す
る
読
の
存
在
が
興
味
を
引
く
。
何
故
な

ら
、
部
は
『
左
俸
』
宣
公
四
年
が
記
す
よ
う
に
、
闘
氏
の
租
の
若
敷
と
そ
の
子
闘
伯
比
の
二
代
が
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
、
闘
氏
と
極
め
て
深
い

縁
の
あ
る
地
で
あ
り
、
そ
の
却
と
鄭
が
等
し
い
と
す
れ
ば
、
動
を
忘
れ
な
い
た
め
に
闘
氏
と
縁
の
深
い
郎
を
封
邑
と
し
て
闘
辛
に
賜
興
す
る
可

(

必

〉

能
性
は
十
分
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
も
し
鄭
が
聞
辛
の
封
邑
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
「
公
」
が
鯨
公
以
外
の
者
に
使
わ
れ
た
例
と
な
り
、

(
品
目
〉

を
指
す
と
は
限
ら
な
い
可
能
性
が
こ
こ
に
出
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
附
け
加
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
闘
辛
へ
の
慮
遇
は
先
に
見
た
卒
王
の

ハ
印
)

施
政
方
針
に
照
ら
す
と
正
し
く
「
動
ヲ
椋
シ
L

に
嘗
た
る
も
の
で
あ
り
、

「
公
」
が
必
ず
し
も
蘇
公
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一
方
で
は
闘
成
然
殺
害
を
緩
和
す
る
た
め
の
大
世
族
関
氏
へ
の
慰
撫

策
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(二)

昭
王
・
恵
王
期

卒
王
の
子
昭
王
(
前
五
一
五
J
前
四
八
九
在
位
〉
、

さ
ら
に
そ
の
子
の
恵
王
(
前
四
八
八
J
前
四
三
二
在
位
〉
の
時
代
に
は
、

卒
王
期
に
見
ら
れ
た

公
子
や
新
世
族
を
多
く
要
職
に
就
け
る
傾
向
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

『
左
停
』
に
よ
っ
て
ま
ず
令
予
職
を
見
る
と
、
前
代
か
ら
の
嚢
瓦
の
後
、
卒
王
の
長
原
の
公
子
申
(
定
公
六
・
亥
公
一
六
年
)
、
葉
公
子
高
(
哀

(

日

〉

公
二
ハ
・
一
七
年
〉
、
公
子
申
の
子
の
公
孫
寧

(哀
公
一
七
年
〉
と
績
く
。

一
方
司
馬
は
、
昭
王
時
代
に
は
左
司
馬
氏
・
右
司
馬
稽
(
昭
会
三
年
、
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左
司
馬
戊
は
昭
公
三
0
・
定
公
四
年
に
も
見
え
る
)
、
左
司
馬
阪
(
哀
公
四
年
〉
、
恵
王
時
代
に
は
葉
公
子
高
(
哀
公
一
六
年
)
、
昭
王
の
兄
の
子
の
公
孫
寛
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(

臼

〉

ハ
亥
公
一
六
年
て
さ
ら
に
後
に
令
予
に
就
任
し
た
公
孫
寧
(
亥
公
一
八
年
)
も
右
司
馬
と
し
て
名
が
見
え
る
。

こ
こ
に
列
記
し
た
名
を
見
る
と
、
右
司
馬
稽
と
左
司
馬
販
の
出
自
は
不
明
で
あ
る
が
、
左
司
馬
戊
と
そ
の
子
の
葉
公
子
高
は
、
民
が
呉
王
閤

鹿
の
臣
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
(
『左
停
』
定
公
四
年
)

か
ら
く
る
不
確
買
さ
は
あ
る
も
の
の
氏
が
旺
王
の
曾
孫
と
す
る

『
左
停
』
昭
公
一
九
年

の
杜
注
に
従
え
ば
王
族
の
出
で
あ
り
、
そ
の
他
の
公
子
申
(
子
酉
)
・
公
孫
寧
(
子
園
)
・
公
孫
寛
は
王
族
、
し
か
も
昭
王
・

葱
王
に
非
常
に
近
い

血
縁
者
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
見
て
、
卒
王
時
代
の
公
子
・
新
世
族
を
令
予
や
司
馬
の
要
職
に
任
ず
る
方
針
は
確
貫
に
継
承
さ
れ
、
し
か
も
王
に

(

臼

)

よ
り
近
い
血
縁
者
の
任
用
が
準
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
昭
王
・
恵
王
の
時
代
に
な
る
と
、
明
ら
か
な
邑
や
土
地
の
賜
興
が
史
料
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
来
奔
し
た
呉
の
公
子
へ

の
例
が
二
つ
見
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も

『
左
俸
』
で
あ
る
。

二
公
子
楚
ニ
奔
ル
。
楚
子
大
-
一
封
ジ
、
其
ノ
徒
ヲ
定
メ
、
監
馬
予
大
心
ヲ
シ
テ
呉
ノ
公
子
ヲ
逆
へ
使
メ
テ
養
-
一
居
ラ
使
ム
。
奏
ヰ
ア
然
・
左

司
馬
沈
晋
ノ戊
之
ニ
城
キ
、
城
父
ト
胡
ノ
田
ト
ヲ
取
リ
テ
以
テ
之
ニ
輿
へ
、
終
ニ
以
テ
呉
ヲ
害
セ
ン
ト
ス
。

(
昭
公
三

O
年
)
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九
月
、
夫
柴
王
信
仰
リ
テ
自
立
シ
テ
以
テ
王
ト
戦
ヒ
テ
敗
レ
、
楚
-
一
奔
リ
テ
堂
諮
氏
ト
魚
ル
。

(
定
公
五
年
)

こ
の
う
ち
前
の
方
は
昭
王
四
年
(
前
五
二
一
〉
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
三
年
前
に
闇
塵
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
呉
王
僚
の
二
人
の
弟
が
来
奔
し

か
ら
分
け
た
田
を
付
興
し
た
養
(
河
南
省
沈
郎
豚
東
)
に
居
ら

(

臼

〉

し
め
、
呉
に
劃
す
る
一
つ
の
砦
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
「
大
ニ
封
ジ
」
と
あ
る
こ
と
や
、
二
人
共
に
養
に
住
ん
だ
こ
と
か
ら
官
職
と

(

日

)

し
て
養
を
管
領
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
養
は
こ
の
二
公
子
の
封
巴
と
し
て
輿
え
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
次
の
文
は
昭
王
一
一
年
(
前
五
O
五
)
に
臭
王
の
位
を
ね
ら
っ
て
兄
の
闇
庫
に
敗
れ
て
来
奔
し
た
夫
葉
王
の
こ
と
で
あ
る
が
、

『
遁
志
』
氏
族
略
第
三
は

た
。
そ
の
二
公
子
を
城
父
(
安
徽
省
事
勝
東
南
七
十
里
〉
と
胡
(
同
省
阜
陽
鯨
西
北
)

こ
の

『
左
俸
』
の
文
は
非
常
に
簡
略
で
こ
れ
だ
け
か
ら
は
詳
細
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、

(

回

)

「
栄
賂
氏
」
を
奉
げ
て
お
り
、

(
幻
)

も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
以
邑
震
氏
」

の
項
に
こ
の

こ
こ
か
ら
見
て
夫
築
王
に
堂
籍
(
河
南
省
途
卒
鯨
西
北
百
皇
)
が
封
邑
と
し
て
興
え
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い



こ
う
し
た
邑
の
賜
輿
は
楚
の
公
子
・
公
孫
へ
も
な
さ
れ
て
い
る
。

三
月
、
楚
ノ
公
孫
寧
・
果
由
子
・
蓮
固
巴
ノ
師
ヲ
罫
ニ
敗
ル
。
故
ニ
子
園
ヲ
析
ニ
封
ズ
。

恵
王
梁
ヲ
以
テ
魯
陽
文
子
ニ
輿
フ
。

(
『
左
停
』
哀
公
一
八
年
〉

文
子
融
シ
テ
臼
ク
、

梁
ハ
険
一
一
シ
テ
境
ニ
在
リ
。

子
孫
ノ
京
ス
ル
者
有
一
フ
ン
コ
ト
ヲ
曜
ル
。

(
王
)
之
ニ
魯
陽
ヲ
興
フ
。

〈『薗
語
』
楚
語
下
〉

こ
の
う
ち
先
の
恵
王
一
二
年
(
前
四
七
七
)
の
公
孫
寧
(
子
園
〉
に
射
す
る
も
の
か
ら
見
て
い
こ
う
。
荘
王
元
年
(
前
六
一
一
ニ
)
の
子
儀
の
凱
に

(

回

)

(

印

〉

関
係
し
た
析
公
が
菅
に
出
奔
し
た
と
い
う
史
料
(
『左
惇
』
褒
公
二
六
年
)
か
ら
、
析
は
か
つ
て
厭
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
前
述
し
た

(

印

〉

如
く
卒
王
の
時
に
許
が
一
時
こ
こ
に
遷
っ
た
も
の
の
、
前
五

O
六
年
に
許
が
容
城
(
河
南
省
葉
豚
西
〉
へ
遭
っ
て
以
後
の
そ
の
管
領
形
態
は
明
ら

か
で
な
い
。
『
史
記
』
な
ど
の
文
献
で
は
「
封
ず
」
と
「
廓
大
夫
と
震
す
」
が
必
ず
し
も
巌
密
に
使
い
分
け
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
増
淵
龍
夫

(
m
m
〉

氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
「
析
ニ
封
ズ
」
と
い
う
語
か
ら
直
ち
に
析
は
封
邑
と
し
て
子
園
に
輿
え
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
は
危
険
で

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
例
に
閲
す
る
限
り
で
は
、
子
園
は
こ
の
前
年
に
令
予
に
就
任
し
て
お
り
(
『
左
停
』
亥
公
一
七
年
〉
、
令
予
が

(

位

)

鯨
公
を
品
兼
ね
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
析
は
子
園
の
封
邑
と
な
っ
た
と
見
て
良
い
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
の
析
の
賜
輿
は
巴

の
師
を
敗
っ
た
功
に
劃
す
る
も
の
で
あ
り
、
正
に
「
動
ヲ
様
」
す
に
一
該
嘗
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
次
の
『
圏
諸
問
』

-11ー

の
魯
陽
(
河
南
省
魯
山
懸
西
北
)
も
、
や
は
り
封
邑
と
見
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
先
の
引
用
文
中
の
梁

〈

臼

〉

(
河
南
省
臨
汝
蘇
東
南
)
を
辞
退
し
た
文
子
の
言
葉
が
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
文
子
は
梁
が
堅
固
な
地
で
し
か
も
園
境
に
近
い
た
め
に
子
孫
が

試
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
文
子
は
梁
の
子
孫
へ
の
世
襲
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
卒
勢
隆
郎
氏
は
楚
蘇
で

は
比
較
的
早
く
世
襲
の
否
定
が
貫
現
さ
れ
て
い
た
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
が
、
明
ら
か
に
廓
と
見
な
す
こ
と
の
で
き
る
霊
王
期
以
前
の
申
や
患
に

(

臼

〉

闘
す
る
卒
勢
氏
の
詳
細
な
考
誼
を
見
る
に
確
か
に
世
襲
支
配
と
い
う
鐙
制
で
は
な
い
。
従
っ
て
魯
陽
文
子
が
梁
の
世
襲
を
前
提
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
梁
は
鯨
で
は
な
い
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
に
な
る
。
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さ
ら
に
文
中
の
「
頁
」
を
惇
統
的
な
誼
み
に
従
っ
て
「
ふ
た
ご
こ
ろ
」
「
そ
む
く
」
と
訓
ず
る
に
し
ろ
、
小
倉
芳
彦
氏
が
『
左
俸
』
の
「
武
」
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に
つ
い
て
考
誼
さ
れ
た
如
く
「
は
な
れ
る
」

(

伍

)

「
く
っ
つ
く
」
と
解
す
る
に
し
ろ
、

い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
は
経
済
的
に
も
軍
事
的
に
も
梁
を
接

貼
と
し
て
自
己
の
勢
力
を
確
立
し
て
い
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
楚
懸
と
鯨
管
領
者
と
の
関
わ
り
は
軍
事
面
に
ほ
ぼ
限

(

前

)

定
さ
れ
、
懸
が
そ
の
管
領
者
の
勢
力
の
基
盤
に
な
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
梁
そ
し
て
そ
れ
に
代
わ
る
も
の

と
し
て
の
魯
陽
は
鯨
で
は
な
く
、
封
邑
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
昭
王

・
恵
王
の
時
代
は
そ
の
政
策
の
基
調
に
お
い
て
卒
王
時
代
の
樺
承
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

同
開

王
族
へ
の
土
地
賜
興

こ
れ
ま
で
二
つ
の
節
で
見
て
き
た
如
く
、
卒
王
か
ら
恵
王
ま
で
の
時
代
に
は
い
く
つ
か
の
封
邑
賜
輿
と
思
わ
れ
る
事
例
が
存
在
し
た
。
今
、

土
地
を
輿
え
ら
れ
た
と
見
ら
れ
た
人
物
と
そ
の
出
自
を
改
め
て
確
認
す
れ
ば
、

さ
ら
に
一
章
で
見
た
白
公
勝

(

門

別

)

は
い
ず
れ
も
卒
王
の
孫
、
さ
ら
に
葉
公
子
高
(
沈
諸
抑
止
)
は
前
述
の
如
く
疑
問
は
残
る
も
の
の
荘
王
か
ら
出
た
沈
氏
の

一
員
、
郎
公
聞
辛
は
若
致

よ
り
出
た
大
世
族
闘
氏
、
さ
ら
に
呉
の
公
子
達
で
あ

っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
平
王
以
後
に
巴
を
興
え
ら
れ
て
い
る
の
は
呉
の
公
子
を
除
け
ば
王
の

公
孫
寧
(
子
園
)
と
魯
陽
文
子
、
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近
親
の
公
子
、
も
し
く
は
王
室
出
自
の
世
族
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
現
象
は
卒
王
よ
り
前
の
楚
園
の
朕
況
と
比
較
し
た
場
合
、

い
か
な
る
一
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

張
君
氏
は
そ
の
論
文
「
論
楚
園
宗
族
制
解
睦
的
歴
史
原
因
」
の
中
で
、
楚
で
は
文
王
以
後
の
三
王
は
王
子
を
別
封
す
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の

た
め
王
室
に
給
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
王
子
達
の
経
済
力
は
弱
か
っ
た
、
ま
た
楚
で
は
貴
族
へ
の
食
邑
・
賞
田
の
賜
興
も
活
滋
で
な
か
っ
た
、

(

m

m

)

 

と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
張
氏
が
設
か
れ
た
よ
う
に
文
王
以
後
の
三
王
が
全
く
王
子
達
へ
封
邑
を
興
え
な
か
ア
た
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い

が
、
し
か
し
確
か
に
『
左
俸
』
を
始
め
と
す
る
文
献
に
は
楚
の
賞
と
し
て
の
賜
邑
、
あ
る
い
は
他
園
か
ら
の
来
奔
者
へ
の
賜
ロ
巴
が
特
に
卒
王
よ

(
印
)

り
前
の
時
代
に
は
極
め
て
少
な
く
、
他
園
と
比
べ
る
と
楚
の
著
し
い
特
色
と
も
言
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。

楚
の
数
少
な
い
卒
王
よ
り
前
の
賜
邑
を
博
え
る
話
の
中
で
、
最
も
有
名
な
の
は
孫
叔
殻
(
も
し
く
は
そ
の
子
)
へ
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

」
の
話



(

叩

〉

は
諸
室
田
に
記
載
が
あ
る
が
、

楚
ノ
荘
王
既
-
一
勝
チ
テ
河
礎
知
ニ
狩
ス
。
開
リ
テ
孫
叔
敷
ヲ
賞
ス
。
孫
叔
敷
、
漢
開
ノ
地
、
沙
石
ノ
虚
ヲ
請
フ
。
楚
邦
ノ
法
、
職
臣
ハ
再
世

『
韓
非
子
』
を
今
引
い
て
み
る
と
、

ニ
シ
テ
地
ヲ
牧
ム
、
唯
ダ
孫
叔
致
ノ
ミ
濁
リ
在
リ
。
此
レ
其
ノ
邦
ヲ
以
テ
牧
メ
ラ
レ
ザ
ル
ハ
痔
ナ
レ
パ
ナ
リ
。
故

ニ
九
世
ニ
シ
テ
把
絶
へ

ズ。

(
機
老
篇
)

と
な
る
。
こ
の
話
が
も
し
事
賞
で
あ
る
な
ら
ば
、
荘
王
時
代
(
前
六
一
一
一
一
l
前
五
九
一
)
の
土
地
賞
賜
の
例
と
な
ろ
う
。

は
『
口
口
氏
春
秋
』
『
史
記
』
が
停
え
る
話
で
孫
叔
敷
の
封
地
と
さ
れ
て
い
る
寝
丘
に
閲
し
て
、
そ
の
寝
丘
の
管
領
者
と
思
わ
れ
る
「
震
予
」
が

(

m

U

)

 

史
料
に
見
え
る
こ
と
か
ら
こ
の
話
が
虚
構
で
あ
る
可
能
性
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
私
も
こ
こ
に
見
え
る
「
再
世
牧
地
」
の
法
が
春
秋
期
の
楚
で

(

η

)

〈符〉

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
一
示
す
史
料
が
見
嘗
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
岡
田
功
氏
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
如
く
、

し
か
し
、
卒
勢
隆
郎
氏

「
再
世
牧
地
」
の
法
と
は
戦
園
期
に

果
起
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
こ
の
話
は
果
起
の
饗
法
の
後
に
作
ら
れ
た
こ
と
も
考

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
孫
叔
敷
設
話
は
そ
の
ま
ま
寅
際
の
荘
王
時
代
の
話
と
す
る
に
は
問
題
が
多
い
と
言
え
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
文
献
の
上
か
ら
は
、
卒
王
よ
り
前
の
確
賞
な
封
邑
賞
賜
の
事
例
は
公
子
・
世
族
ど
ち
ら
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き

- 13ー

え
ら
れ
よ
う
。

E
、。

+
ん

vv

(

社

)

楚
に
お
け
る
土
地
所
有
に
関
し
て
は
、
近
年
特
に
中
園
で
研
究
論
文
が
護
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
不
明
の
黙
が
多
い
。

し
、
そ
の
問
題
に
関
係
し
て
一
つ
の
注
目
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
春
秋
期
の
楚
で
起
き
た
「
奪
室
」
あ
る
い
は
「
奪
邑
」
事
件
で
は
、

し
か

す
な
わ
ち
、

ま
た
『
左
俸
』
成
公
七
年
の
燦
で
は
子
重
(
公
子
嬰
費
)
・
子
反
(
公
子
側
)
・
沈
予
・
王
子
罷
が

屈
氏
の
一
員
で
あ
る
申
公
亙
臣
の
族
と
連
予
裏
老
の
子
の
室
を
分
け
て
お
り
、
さ
ら
に
『
左
惇
』
昭
公
二
二
年
の
霊
王
の
蓮
掩
・
闘
章
亀
・
闘

(

符

〉

(

刊

山

〉

成
然
ら
に
封
す
る
奪
室
・
奪
邑
は
先
に
燭
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
け
る
奪
室
の
「
室
」
の
指
す
内
容
は
具
瞳
的
に
特
定
し
難
い
が
、

い
ず
れ
も
王
・
公
子
が
加
害
者
側
に
い
る
こ
と
で
あ
る
。

〈
潜
崇
)
と
子
孔
(
令
予
成
嘉
)
の
室
を
分
け
、

『
園
語
』
楚
語
上
で
は
荘
王
の
時
に
王
子
獲
と
儀
父
(
闘
克
〉
が
師
崇

199 

こ
う
し
た
事
件
を
見
る
と
楚
で
は
王
室
と
奮
来
の
闘
・
屈
・
蓮
氏
と
い
っ
た
大
世
族
の
経
済
力
に
は
そ
れ
程
の
差
が
な
い
、
む
し
ろ
個
々
の
公
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(

打

)

子
の
経
済
力
は
大
世
族
の
大
夫
に
及
ば
な
い
か
の
如
き
印
象
さ
え
受
け
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

か
つ
て
成
王
時
代
(
前
六
七
一

J
前
六
二
六
)

の
初
期
に
令
予
に
就
任
し
た
闘
穀
於
菟
(
子
文
)
が
「
自
ラ
其
ノ
家
ヲ
致
チ
テ
以
テ
楚
園
ノ
難
ヲ
特
ク
ス
。
」
(
『左
博
』
妊
公
三
O
年
)
と
あ
る
よ

う
に
、
そ
の
家
財
を
出
し
て
混
鈍
し
て
い
た
楚
を
安
定
さ
せ
た
こ
と
も
、
岡
氏
の
経
済
力
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ

う
し
た
奮
来
の
大
世
族
は
王
室
の
そ
れ
に
も
匹
敵
す
る
よ
う
な

E
大
な
族
産
〈
回
邑
・
家
財
)
を
領
有
し
、
楚
に
お
い
て
極
め
て
安
定
し
た
勢

(

市

)

(

乃

)

力
を
維
持
し
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
楚
に
お
い
て
卒
王
期
よ
り
前
に
世
族
の
族
員
で
あ
る
大
夫
に
封
邑
の
賞
賜
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、

あ
る
い
は
楚
で
は
他
の
諸
園
に
比
べ
同
姓
宗
族
た
る
奮
来
の
大
世
族
が
、
康
大
な
族
産
の
土
地
を
背
景
に
極
め
て
安
定
し
た
大
き
な
勢
力
を
有

(

加

)

し
て
い
た
た
め
、
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
紋
況
の
中
で
、
公
子
達
が
封
地
を
持
た
ず
に
王
室
に
給
を
仰
い
で
い
た
の

(

山

山

)

か
、
あ
る
い
は
文
献
上
は
見
え
な
い
が
封
邑
を
持
つ
者
も
あ
っ
た
の
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、
封
地
を
持
つ
者
が
い
た
と
し
て
も
そ
の
数
は
少

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
見
て
く
る
と
、
卒
王
以
後
、
特
に
昭
王

・
恵
王
期
に
額
著
に
な
る
王
の
近
親
者
へ
の
封
邑
賜
興
は
、
卒
王
に
課
せ
ら
れ
た

- 14ー

課
題
か
ら
言
わ
ば
必
然
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
如
き
大
き
な
経
済
力
を

持
つ
醤
来
の
大
世
族
の
間
に
あ
っ
て
、

ク

l
Jア
タ

l
、

さ
ら
に
そ
の
後
の
方
城
外
の
軍
事
力
の
解
鐙
で
極
め
て
不
安
定
に
な
っ
た
王
権
を
安
定

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
卒
王
以
後
の
諸
王
は
、
大
世
族
と
結
ん
で
そ
の
力
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
近
親
で
あ
る
公
子
や
新
世
族
に
封
邑
を

(

位

)

興
え
る
こ
と
で
そ
の
力
を
強
め
、
そ
う
し
た
近
親
者
を
政
擢
の
中
植
に
入
れ
、
あ
る
い
は
地
方
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
王
権
を
強
固
に

如
く
、

す
る
こ
と
を
ね
ら

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
も
そ
の
封
邑
賜
輿
も
洛一意
的
に
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
子
園
の
例
に
顕
著
に
見
ら
れ
た

(

回

)

「動
ヲ
稔
」

す
の
方
針
が
寅
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
先
に
引
い
た
『
左
俸
』
哀
公

一
八
年
の
記
載
で
子
園
と
共
に
巴
軍
を
敗
っ
た
と
さ

れ
る
呉
由
子
と
蓮
田
は
封
邑
を
興
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
賜
興
の
規
準
も
か
な
り
巌
し
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

で
は
、
そ
う
し
た
賜
興
の
際
に
輿
え
ら
れ
る
土
地
や
邑
は
ど
こ
か
ら
割
り
嘗
て
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
の
霊
王
の
数
訓
か
ら
大
世
族
の

邑
に
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

ま
た
大
世
族
と
の
乳
鞭
は
卒
王
以
後
の
王
の
避
け
る
と
こ
ろ
の
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
従



っ
て
賜
輿
さ
れ
る
田
邑
は
世
族
の
封
邑
以
外
の
地
、
も
し
く
は
楚
が
新
た
に
獲
得
し
た
土
地
が
嘗
て
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ

(
剖
〉

ば
、
そ
こ
に
は
か
つ
て
厭
で
あ
っ
た
邑
も
そ
の
針
象
と
し
て
含
ま
れ
て
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

春
秋
後
期
の
「
公
」
に
つ
い
て

「
公
」
に
邑
名
を
冠
し
た
、
某
公
と
い
う
稽
を
帯
び
た
人
物
を
、
こ
れ
ま
で
の
如
く
懸
公
と
い
う
一
つ
の
概
念
で

割
り
切
る
こ
と
は
必
ず
し
も
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
初
め
に
提
出
し
た
疑
問
に
射
し
、
か
な
り
の
答
が
得
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ

(

お

)

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
き
た
そ
の
邑
(
鯨
)
の
管
領
者
た
る
「
官
邑
公
」
の
他
に
、
卒
王
期
以
後
に
な
る
と
「
封
邑
公
」
が

(

部

)

(

町

山

〉

出
現
す
る
、
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
鄭
公
開
辛
・
葉
公
子
高
・
白
公
勝
・
魯
陽
公
が
そ
う
し
た
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ

こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
、

ち
こ
う
し
た
「
封
邑
公
」
は
、
卒
王
以
後
の
公
子
を
そ
の
主
な
劉
象
と
し
た
ロ
巴
・
土
地
賜
輿
の
中
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
「
封
邑
公
」
の
中
で
、
葉
公
子
高
や
自
公
勝
の
よ
う
に
そ
の
封
邑
以
外
の
地
に
い
る
者
が
あ
っ
た
こ
と
に
再

- 15 ~ 

び
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
が
そ
の
封
邑
以
外
の
地
に
い
た
理
由
に
つ
い
て
、
葉
公
の
場
合
は
は

っ
き
り
し
な
い
も
の
の
、
白
公

勝
に
つ
い
て
は
『
左
俸
』
哀
公
二
ハ
年
か
ら
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

子
西
日
ク
、
吾
レ
聞
ク
、
勝
ヤ
信
ニ
シ
テ
勇
、
利
ア
ラ
ズ
ト
魚
サ
ズ
ト
。
諸
ヲ
遁
寛
-
一
舎
キ
、
藩
ヲ
衛
ラ
使
ム
ト
。

と
あ
り
、
選
境
の
守
備
が
任
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
勝
は
白
公
で
あ
り
な
が
ら
集
(
『
史
記
』
伍
子
脊
列
俸
に
従
え
ば
蘇
〉
を
守
る
任
を
負
つ

て
い
た
の
で
あ
り
、
恐
ら
く
葉
公
子
高
も
禁
で
漫
境
防
衛
の
任
に
嘗
た
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
に
一
一
章
で
述
べ
た
葉
公
が
察
に
い
る

必
然
性
と
は
こ
う
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
曾
侯
乙
墓
竹
簡
に
見
え
る
魯
陽
公
が
公
孫
寛
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
寛
は
魯
陽

公
で
同
時
に
司
馬
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
葉
公
・
自
公
・
魯
陽
公
と
い
う
稽
は
、

そ
れ
ぞ
れ
察
・
集
(
蘇
)
を
守
る
職
あ
る
い
は
司
馬
職
、

さ
ら
に
は
葉

201 

公
の
場
合
の
如
く
令
予
と
い
う
官
職
と
も
並
存
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
し
て
こ
の
「
公
」
は
官
職
名
で
は
な
く
、
爵
挽
で
は
な
か
っ
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た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
鯨
公
」
の
「
公
」
、
す
な
わ
ち
例
え
ば
申
息
の
師
を
率
い
て
活
躍
し
た
申
公
子
儀
・
息
公
子
迭
(
共
に
『
左
侍
』
俸
公
二

五
年
)
の
「
申
公
」

ま
た
あ
る
い
は
官
職
名
で
あ
っ
た
か
は
楚
の
霞
制
全
鐙
の
中
で
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

(
∞
∞
)
 

い
こ
と
で
あ
り
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
論
ず
る
カ
は
な
い
が
、
子
儀
・
子
謹
に
あ
っ
て
は
原
則
と
し
て
そ
の
世
襲
支
配
は
否
定
さ
れ
、
申

・
息
は

「
息
公
」
が
倭
挽
で
あ
っ
た
か
、

彼
ら
の
封
邑
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
鯨
公
の
よ
う
な
「
官
邑
公
」
と
、
葉
公

・
魯
陽
公
ら
の

「封ロ巴
公
」
は
異
質
な
も
の
と

(

四

)

理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
こ
に
到
っ
て
、
我
々
は
卒
王
に
課
題
と
し
て
蔑
さ
れ
た
溢
境
防
衛
瞳
制
の
再
建
と
い
う
問
題
を
改
め
て
考
え
る
段
階
に
達
し
た
よ

う
で
あ
る
。

葉
公
・
白
公
は
先
に
見
た
よ
う
に
奈
・
鎖
措
〈
蘇
〉
を
守
る
任
に
つ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

多
十
月
、
呉
楚
師
ニ
謙
一
章
-
一
軍
シ
テ
之
ヲ
敗
リ
、
途
一
一
出
来
ヲ
園
ミ
テ
之
ニ
克
チ
、
楚
ノ
公
子
繁
ヲ
獲
タ
リ
。

(
『
左
惇
』
定
公
二
年
)

と
い
う
文
の
公
子
繁
に
杜
預
は
「
繁
ハ
出
来
ヲ
守
ル
大
夫
ナ
リ
」
と
注
し
て
い
る
。

の
定
公
四
年
に
見
え
る

こ
の
二
つ
の
記
事
は
昭
王
八
年
(
前
五
O
八
〉
と
一

O
年
(
前
五
O
六
〉
の
も
の

さ
ら
に
同
じ
く
『
左
俸
』

「
武
城

- 16ー

黒
」
へ
の
杜
注
は
「
黒
ハ
楚
ノ
武
城
ノ
大
夫
ナ
リ
」
で
あ
る
。

で
あ
る
が
、
公
子
繁
と
黒
が
杜
預
の
注
の
と
お
り
由
来
と
武
城
(
河
南
省
南
陽
懸
北
〉
を
守
る
任
に
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
恵
王
時
代
の
葉
公
や
白

公
の
奈

・
由来

(部
〉

へ
の
関
係
と
同
様
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
武
城
に
つ
い
て
は

『
左
俸
』
笈
公
一
七
年
に

「武
域
安
」
と
い
う
稿
、
さ
ら
に
先
の
武
城
黒
と
公
孫

(
卯
)

(

m

m

〉

朝
の
聞
に
は
世
襲
闘
係
は
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
武
城
は
楚
の
鯨
で
あ
っ
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。
と
す
れ
ば
、
奈
・
集

「
武
城
晋
ノ」
な
る
語
が
見
え
、
杜
注
は
そ
れ
を
公
孫
朝
の
こ
と
と
す
る
。
と
す
れ
ば
、

(
廓
)
も
同
じ
く
楚
鯨
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

(

m
出

)

す
な
わ
ち
、

霊
王
の
大
鯨
を
中
心
と
し
た
溢
境
防
衛
盟
制
が
破
綻
し
た
後
に
楚
が
取
っ
た
策
と
は
、
そ
れ
ま
で
よ
り
小
型
化
し
た
鯨
に
主
と

(
幻
)

し
て
公
子
・
公
孫
の
蘇
苦
ノを
波
遣
し
、
そ
の
蘇
邑
さ
ら
に
周
遁
の
ロ
巴
の
人
民
を
兵
と
し
て
有
事
に
封
慮
す
る
、
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と

(

山

門

)

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
近
親
の
王
族
の
う
ち
功
あ
る
者
に
封
巴
を
輿
え
、
安
定
し
た
勢
力
基
盤
を
持
た
せ
て
自
ら
の
王
擢
の
支
え
と
し
よ
う
と



卒
王
時
代
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
「
封
口
巴
公
」
が
、
地
方
で
こ
う
し
た
懸
予
に
任
じ
ら
れ
て
、
遁
境
の
防
衛
に
嘗
た
る
こ
と
も
あ
っ
た
の

〈

町

田

)

で
は
な
か
ろ
う
か
。
葉
公
子
高
・
自
公
勝
と
は
そ
う
し
た
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
こ
で
集
・
武
城
・
奈
の
鯨
予

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
人
々
は
、
出
自
不
明
の
武
城
黒
を
除
き
、
公
子
・
公
孫
・
王
族
の
出
で
あ
る
こ
と
か
ら
(
業
公
子
高
を

王
族
の
出
と
す
る
こ
と
に
は
前
述
の
如
く
疑
問
も
あ
る
が
〉
、
卒
王
の
施
政
の
方
針
で
あ
っ
た
「
親
ヲ
合
ハ
」
せ
る
こ
と
が
こ
こ
で
も
貫
か
れ
て
い
る

こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。

四

結
び
に
か
え
て

本
稿
は
葉
公
子
高
や
自
公
勝
と
い
っ
た
人
物
が
、
普
通
に
言
わ
れ
る
「
鯨
公
」
と
異
な
り
、
葉
や
白
を
封
邑
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

疑
問
を
出
護
黙
と
し
、
彼
ら
「
封
邑
公
」
が
霊
王
期
の
大
饗
動
の
後
の
王
権
建
て
直
し
の
時
代
に
そ
の
必
要
策
の
一
環
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
こ
こ
で
は
こ
う
し
た
封
邑
公
の
戟
園
期
へ
の
展
望
と
、
今
後
の
課
題
を
述
べ
て
結
び
に
代
え
た
い
と
思
う
。

『
戦
園
策
』
を
始
め
と
す
る
諸
文
献
、
ま
た
鄭
君
啓

戦
園
期
の
楚
に
つ
い
て
は
不
明
の
貼
が
多
い
が
、
そ
の
一
つ
に
封
君
の
問
題
が
あ
る
。

- 17-

簡
な
ど
の
考
古
屋

4

的
史
料
は
、
封
邑
地
を
持
ち
、
濁
立
化
の
傾
向
を
有
す
る
封
君
が
戦
園
期
の
楚
に
数
多
く
存
在
し
た
こ
と
を
停
え
て
い
る

が
、
こ
う
し
た
封
君
、
が
、
楚
に
お
い
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
出
現
し
て
く
る
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。
特
に
、
何
度
も
引
用
し
た
卒
勢
隆
郎
氏
の
研
究
な
ど
か
ら
春
秋
期
の
楚
懸
は
原
則
と
し
て
世
襲
支
配
が
否
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
、
春
秋
師
掛
か
ら
封
君
の
封
邑
へ
と
い
う
連
績
の
系
譜
は
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ず
、
南
者
の
聞
に
は
断
絶
が
あ
る
こ
と
が
は
っ

(

町

四

)

き
り
し
た
の
で
あ
る
。

戦
園
楚
史
の
考
察
に
重
要
な
鍵
と
な
る
こ
う
し
た
戦
圏
の
封
君
の
出
現
に
つ
い
て
、
私
は
本
稿
で
述
べ
て
き
た
「
封
邑
公
」
が
封
君
の
系
譜

203 

の
初
め
に
置
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
本
稿
で
見
た
「
封
邑
公
」
は
戦
園
封
君
に
比
べ
、
勢
力
も
濁
立
化
の
傾
向

(

貯

〉

も
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
戦
園
封
君
は
こ
の
「
封
邑
公
」
の
系
譜
上
に
生
み
出
さ
れ
て
く
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
し



た
意
味
で
、
本
稿
は
戦
園
封
君
の
出
現
に
向
け
て
の
一
つ
の
試
論
と
も
な
っ
て
い
る
。
戦
園
の
封
君
制
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
稿
を

改
め
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
特
に
公
や
君
と
い
っ
た
爵
競
の
問
題
の
解
明
は
、
封
君
が
楚
の
制
度
上
で
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か

(
m
m
〉

を
考
え
て
い
く
た
め
に
必
要
で
あ
ろ
う
。
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さ
ら
に
本
文
中
で
述
べ
た
如
く
、
か
つ
て
の
蘇
が
封
巴
と
し
て
賜
輿
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
蘇
が
封
邑
に
麗

質
す
る
こ
と
は
あ
る
い
は
楚
の
特
徴
の
一
っ
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
貼
も
含
め
て
戦
園
期
の
楚
の
郡
懸
の
問
題
が
改
め
て
問
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
課
題
が
、
ま
だ
私
に
残
さ
れ
て
い
る
。

註(

1

)

以
下
、
王
名
は
楚
王
を
指
す
。

(

2

)

業
は
河
南
省
葉
蘇
南
三
十
里
。
地
名
の
比
定
は
、
特
に
断
わ
ら
な
い

場
合
は
、
程
護
観
『
春
秋
左
氏
簿
地
名
園
考
』
(
康
文
書
局
、
民
園
五

六
)
に
よ
る
。

(

3

)

放
崇
浩
「
春
秋
楚
蘇
略
論
」
(
『江
漢
論
熔
一
』
一
九
八

O
l
四
)
八
三

頁
、
場
寛
「
春
秋
時
代
楚
図
蘇
制
的
性
質
問
題
」
(
『
中
国
史
研
究
』

一

九
八

一
!
四
)
二
二
頁
、
卒
勢
隆
郎
「
楚
王
と
森
君
」
ハ
『
史
畢
雑
誌
』

九
O
|
二、

一
九
八
一
〉
四
四
J
五
頁
。

(

4

)

諸国
紗
巻
子
本

『
春
秋
経
俸
集
解
』
を
原
本
と
す
る
『
左
氏
舎
察
』
で

は
、
昭
公
八
年
の
本
文
が
「
穿
封
皮
ヲ
シ
テ

際
ノ

蘇
公
魚
ラ
使
ム
。
」

と
、
本
文
に

「蘇
公
」
の
文
字
が
入
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
公
の
他
、

予

も
楚
蘇
管
領
者
の
稽
で
あ
っ
た
。
卒
勢

・
場
寛
一
雨
氏
の
「
前
掲
論
文
」

三
九
頁

・
二
五
頁
参
照
。
卒
勢
氏
は
君
も
蘇
管
領
者
と
さ
れ
る
。

(

5

U

楊
究
「
前
掲
論
文
」
一
一
五

・
二
七
頁
。
段
崇
浩
「
前
掲
論
文
」
八
五

一
貝
も
懸
の
成
立
と
分
封
制
を
封
立
す
る
も
の
と
と
ら
え
、

卒
勢
氏
も

「前
掲
論
文
」
で
楚
懸
の
世
襲
支
配
は
早
く
に
否
定
さ
れ
て
い
た
、
と

結
論
つ
け
て
お
ら
れ
る
。

(
6
〉
蘇
管
領
者
が
官
僚
と
封
邑
受
領
者
の
雨
面
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
、

蘇
管
領
者
を
一
一
般
に
官
僚
的
な
も
の
と
決
め
つ
け
る
こ
と
に
そ
の
論
文

「先
秦
時
代
の
封
建
と
郡
原
料
」

(
--中
園
古
代
の
社
舎
と
園
家
』
弘
文

堂
、
一
九
六

O
)
四
0
0
1四
一
O
頁
で
疑
問
を
出
さ
れ
た
の
は
増
淵

龍
夫
氏
で
あ
っ
た
。
し
か
し
楚
で
は
、
史
料
か
ら
確
質
に
蘇
公
と
見
な

し
得
る
人
物
の
場
合
は
懸
と
の
関
わ
り
が
軍
事
面
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
、

采
ロ
巴
的
色
彩
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
(
拙
稿
「
春
秋
楚
圏
の

申
蘇

・
陳
蘇

・
奈
蘇
を
め
ぐ
っ
て
」
『
東
海
大
皐
紀
要
文
製
部
』
囚

て
一

九
八
四
、

三
九
頁
〉
。

(
7
〉
こ
の
奈
が
新
奈
を
指
す
の
か
、
そ
れ
と
も
『
左
俸
』
京
公
元
年
に
そ

の
い
き
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
前
回
九
四
年
に
楚
に
よ

っ

- 18ー
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て
遷
さ
れ
た
「
江
汝
之
閲
」
の
地
を
指
す
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

〈
8
)

信
公
二
五
年
。

ハ
9
)

楊
寛
「
前
掲
論
文
」
二
五
頁
、
殻
崇
浩
「
前
掲
論
文
」
八
六
頁
。

〈
m〉
楊
寛
氏
は
「
前
掲
論
文
」
の
「
附
録
四
、
楚
園
白
公
勝
所
在
鯨
ロ
巴

考
」
で
も
っ
と
奥
に
近
い
地
と
見
て
お
ら
れ
る
。

(
U
〉
『
史
記
』
伍
子
脊
列
俸
は
自
公
を
事
(
楊
寛
「
前
掲
論
文
」
附
録
四

は
安
徽
省
事
詩
懸
南
と
す
る
〉
に
置
い
た
と
し
、
『
左
俸
』
京
公
二
ハ
年

は
自
公
の
い
た
地
を
「
呉
寛
」
と
し
て
特
定
し
て
い
な
い
。
ま
た
集
の

位
置
も
安
徽
省
六
安
蘇
東
北
と
す
る
異
読
ハ
何
浩
「
山県
園
史
跡
鈎
沈
」

『
中
園
史
研
究
』
一
九
八
三
|
二
、
一
三
四
頁
)
も
あ
る
。

(
ロ
〉
部
に
令
予
の
宮
が
あ
る
〈
『
左
俸
』
定
公
四
年
〉
。

〈
日
)
子
高
は
令
晋
ノ
職
を
退
い
た
後
に
葉
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令

晋
ノ
・
司
馬
在
任
中
も
葉
公
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
史
料
上
回
肺
苦
ノ

が
令
予
を
晶
束
ね
た
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
孫
叔
敷
に
令
晋
ノ
職
を
譲
っ
た

と
さ
れ
る
「
沈
令
罪
」
(
『
韓
詩
外
惇
』
巻
一
一
)
で
あ
り
、
卒
勢
氏
は

「
前
掲
論
文
」
四
六
頁
で
こ
れ
を
沈
懸
の
管
領
者
た
る
沈
号
ノ
蒸
と
し
て

お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
孫
叔
数
と
同
時
代
の
沈
予
と
し
て
諸
書
の
俸
え

る
人
物
を
見
る
と
、
こ
の
沈
令
予
の
他
、
沈
晋
ノ蒸
(
『
呂
氏
春
秋
』
嘗

染
篇
〉
・
沈
晋
ノ
亙
(
『
同
』
等
師
篇
)
・
沈
予
盆
(
『
同
』
察
俸
篇
)
・
沈

晋
ノ室
(
『
同
』
賛
能
篇
〉
・
沈
予
竺
(
『新
序
』
雑
事
第
五
〉
・
沈
号
J

(

『読

苑
』
雑
言
篇
・
『
左
停
』
宣
公
一
一
一
年
〉
と
一
定
で
は
な
く
、
し
か
も

こ
れ
ら
の
う
ち
で
令
予
職
に
関
す
る
話
が
見
え
る
の
は
『
呂
氏
春
秋
』

賛
能
篇
と
『
設
苑
』
雑
言
篇
の
二
箇
所
、
さ
ら
に
こ
の
二
つ
の
う
ち
で

も
『
読
苑
』
は
『
韓
詩
外
停
』
巻
二
の
沈
令
予
の
話
と
同
じ
く
沈
予
が

孫
叔
数
に
令
苦
ノ
職
を
譲
っ
た
と
す
る
も
、
『
呂
氏
春
秋
』
で
は
沈
予
玄

は
荊
王
か
ら
令
予
に
な
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
辞
退
し
て
孫

叔
数
を
就
任
さ
せ
た
、
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
孫
叔
数
と
同
時
代
の
沈
予

の
名
、
さ
ら
に
沈
予
が
令
予
に
就
任
し
た
か
否
か
に
関
し
て
は
諸
書
の

記
述
に
不
一
致
・
矛
盾
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
沈
予
」
を
沈
懸
の
管
領
者

と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
研
究
者
の
聞
に
は
こ
れ
を
氏
の
名
と
す
る

見
解
が
あ
る
こ
と
を
卒
勢
氏
は
「
前
掲
論
文
」
五
五
頁
の
註
(
臼
)
で
自

ら
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、
こ
の
『
韓

詩
外
停
』
巻
二
だ
け
か
ら
沈
懸
の
管
領
者
が
令
予
に
な
っ
た
と
断
定
す

る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
一
方
司
馬
は
、
「
左
司
馬
沈
予
成
」
(
『左
俸
』

昭
公
二
七
年
)
が
見
え
る
が
、
沈
者
ノ
が
確
か
に
沈
懸
の
管
領
者
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
司
馬
・
蘇
管
領
者
は
共
に
軍
事
を
主
と
す
る
者
で
あ

り
、
楊
寛
氏
も
設
か
れ
る
如
く
(
「
前
掲
論
文
」
二
六
頁
〉
楚
懸
の
管

領
者
が
司
馬
へ
上
昇
す
る
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
懸
管
領
者

の
ま
ま
そ
の
職
に
つ
く
こ
と
が
あ
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
。

(

M

)

卒
勢
隆
郎
「
前
掲
論
文
」
、
楊
寛
「
前
掲
論
文
」
二
七
頁
。
た
だ
岡

回
功
氏
は
「
楚
園
と
奥
起
要
法
」
(
『
歴
史
皐
研
究
』
四
九

O
、
一
九
八

二
一
一
一
頁
の
注
仰
で
卒
勢
設
に
否
定
的
な
見
解
を
示
し
て
お
ら
れ
る

が
、
私
は
卒
勢
設
を
大
筋
に
お
い
て
安
嘗
と
考
え
る
。

ハ
日
〉
『
戟
園
策
』
楚
策
一
は
業
公
子
高
が
「
食
田
六
百
診
」
を
持
っ
た
と

し
て
い
る
。

(
日
〉
自
公
勝
の
白
に
つ
い
て
は
史
料
が
な
い
が
、
葉
公
と
共
通
性
を
持
つ

と
こ
ろ
か
ら
、
白
も
封
邑
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。

(
ロ
〉
先
に
拙
稿
「
楚
の
申
懸
の
繁
容
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『西
と
東
と
』

汲
古

書
院
、
一
九
八
五
)
二
七

O
頁
に
お
い
て
、

葉
公
子
高
は
葉
軍
を
率
い

て
い
な
い
黙
で
従
来
の
蘇
管
領
者
と
異
な
る
、
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
本

- 19ー
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稿
で
後
述
す
る
如
く
、
子
高
が
薬
師
榊
の
管
領
者
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
す
れ
ば
首
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
先
の
拙
稿
の
時
黙
で
は
葉
と
葉

公
の
性
格
に
疑
問
を
持
ち
な
が
ら
も
そ
れ
以
上
の
検
討
は
で
き
な
か
っ

た。

(
同
〉
文
献
へ
の
初
出
は

『左
停
』
定
公
五
年

(
昭
王
一
一
年
)
で
あ
る

が
、
卒
王
期
か
ら
活
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
凶
)
盤
王
に
よ
る
そ
う
し
た
政
策
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
春
秋
時
代
の
楚

の
王
権
に
つ
い
て
1

妊
王
か
ら
盤
王
の
時
代
l
」
(
『
史
皐
』

五

O
、
一

九
八

O
)
四
O
一
J
五
頁
参
照
。

(
初
)
そ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
春
秋
楚
園
の
申
豚
・
陳
懸
・
禁
厭
を
め
ぐ

っ
て
こ
ニ
六
J
七
頁
参
照
。

(
幻
〉
『
左
停
』
昭
公
四
・
七
・
一
一
年
の
申
無
字
の
非
難
は
そ
れ
を
停
え

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
幻
)
奔
疾
は
禁
公
の
他
、
『
史
記
』
楚
世
家
・
陳
世
家
に
よ
れ
ば
陳
公
で

も
あ
っ
た
。

(
幻
)
谷
口
瀬
「
盤
王
獄
逆
事
件
前
後
|
古
代
楚
閣
の
分
解
(
そ
の
二
)
|
」

(
『
史
流
』
二
一
二
、
一
九
八
二
)
四
六
J
五
一
頁
。

(
川
品
)
御
従
が
奔
疾
の
兄
の
子
干
に
「
奔
疾
ヲ
殺
サ
ズ
ン
パ
園
ヲ
得
ル
ト
錐

モ
猶
ホ
禍
ヲ
受
ケ
ン
」
(
『左
停
』
昭
公
一
三
年
)
と
言
っ
た
の
も
、
古
家

公
奔
疾
の
持
つ
強
大
な
軍
事
力
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
来

楚
の
豚
軍
の
出
動
は
玉
命
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
異
常
時

に
は
蘇
公
の
指
揮
権
が
紹
針
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(
お
)
盤
王
時
代
、
陳
・
禁
・
不
奨
の
賦
は
そ
れ
ぞ
れ
千
乗
で
あ
っ
た
(
『左

出
陣
』
昭
公
一
二
年
)
。

(
お
)

「
楚
の
申
懸
の
努
容
を
め
ぐ
っ
て

」
一
一
六
八
J
九
頁
。

(
幻
)
「
上
園
」
に
糾
問
す
る
杜
注
・
舎
筆
に
従
う
。

(
お
)
「
丘
(」

を
武
器
な
ど
の
兵
備
と
す
る
曾
築
に
従
う
。

(
明
日
〉
舎
婆
は
前
の
「
孤
寡
ヲ
宥
シ
」
と
一
ま
と
め
と
考
え
、
限
度
の
「
其

ノ
罪
ヲ
寛
赦
ス
」
と
い
う
解
を
是
と
す
る
が
、
私
は
む
し
ろ
後
の
「
姦

即
応
ヲ
詰
シ
」
と
封
態
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

(
ぬ
)
「
親
」
を
宗
族
と
解
す
る
禽
築
に
従
う
。

(
幻
)
こ
こ
の
「
奮
」
の
中
に
は
楚
王
室
か
ら
分
か
れ
た
大
世
族
も
含
ま
れ

る
と
思
わ
れ
る
。
『
左
停
』
昭
公
一
二
・
二
二
年
に
あ
る
よ
う
に
、

盛

王
は
大
世
族
に
到
し
、
成
虎
の
殺
害
、
蓬
掩
・

蓬
居

・
闘
意
勉

・
開
成

然
の
室
や
田
を
奪
う
な
ど
の
敵
劉
策
を
取
り
、
そ
の
結
果
彼
ら
を
し
て

自
ら
へ
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
立
ち
あ
が
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
自
ら
の
利
盆
を
侵
害
さ
れ
る
時
、
王
へ
の
敵
針
者
に
な
り
得
る
力

を
持
っ
た
大
世
族
は
、
卒
王
に
と
っ
て
そ
の
関
係
に
配
慮
を
必
要
と
す

る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

(

M

M

)

前
後
の
文
脈
か
ら
見
て
、
宗
族
を
登
用
す
る
と
い
う
意
味
が
こ
め
ら

れ
て
い
る
、
と
考
え
る
。

(
お
)
こ
の
「
貧
-
一
分
カ
チ
」
か
ら
「
官
ヲ
物
ス
」
ま
で
の
方
針
が
、
『
左

惇
』
に
あ
る
よ
う
に
閲
兵
と
い
う
特
定
の
場
で
、
質
際
に
布
告
と
い
う

形
で
設
布
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。

(
担
)
人
名
の
下
の
『
左
停
』
の
年
は
そ
れ
ぞ
れ
の
就
任
・
離
職
の
年
を
一
示

す
。
た
だ
陽
句
の
昭
公
一
七
年
は
令
苦
ノ
と
し
て
の
『
左
侍
』
へ
の
初
出

の
年
で
あ
り
、
令
予
へ
の
就
任
は
こ
れ
以
前
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
こ
れ
に
関
し
て
顧
棟
高
『
春
秋
大
事
表
』
一
一
一
一
一
楚
令
予
表
は
、
三

人
の
在
職
期
聞
を
そ
れ
ぞ
れ
、
卒
王
の
即
位
直
後
J
元
年
、
卒
主
ニ
ー

一
O
年
、
卒
主
一

0
1昭
王
一

O
年
、
と
し
て
い
る
。
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(
お
〉
康
王
と
鍾
王
の
聞
の
州
知
数
期
四
年
聞
は
、
王
子
園
(
の
ち
の
霊
主
〉

が
令
罪
で
あ
り
、
康
王
後
期
か
ら
鐙
王
期
ま
で
一
貫
し
て
大
世
族
令
罪

で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
こ
の
四
年
開
以
外
の
時
期
は
大

世
族
の
手
に
令
予
職
は
握
ら
れ
て
い
た
。

(
お
〉
『
左
停
』
に
よ
れ
ば
大
子
建
を
城
父
へ
汲
遣
す
る
こ
と
は
費
無
極
が

大
子
を
落
し
入
れ
る
た
め
に
打
っ
た
布
石
で
あ
っ
た
が
、
一
中
王
に
は
そ

う
し
た
費
無
極
の
意
園
は
見
え
ず
、
素
直
に
そ
の
言
に
従
っ
た
も
の
で

あ
る
。

(
幻
)
費
無
極
の
謹
言
と
彼
に
つ
い
て
の
諸
書
の
記
載
は
、
松
木
民
雄
「
春

秋
楚
園
費
無
極
外
俸
」
(
『
文
化
』
四
一
一
一
ー
ー
三
・
四
、
一
九
八

O
)
に
詳

じ
い
。

(
叩
拍
〉
支
配
層
の
宗
族
を
背
景
に
持
た
な
い
私
臣
が
大
き
な
権
力
を
持
つ
こ

と
に
は
、
抵
抗
が
ま
だ
大
き
く
限
界
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
私

臣
を
抜
擢
し
て
周
固
に
集
め
、
彼
ら
に
権
力
を
輿
え
て
王
自
ら
の
手
足

と
す
る
こ
と
は
ま
だ
嘗
時
の
楚
で
は
時
代
的
に
無
理
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
新
世
族
の
撞
頭
に
関
し
て
は
、
野
間
交
史
氏
も
「
春
秋
時

代
に
お
け
る
楚
園
の
世
族
と
王
様
」
(
『
哲
皐
』
二
四
、
一
九
七
二
)
で

楚
で
は
事
あ
る
ご
と
に
執
政
権
は
王
室
に
近
い
者
に
よ
っ
て
握
ら
れ
て

き
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
野
開
氏
は
そ
う
し
た
傾
向
を
楚
が

停
統
的
に
世
族
抑
摩
策
を
取
っ
て
い
た
た
め
と
解
し
て
お
ら
れ
る
が
、

私
自
身
は
楚
玉
室
に
奮
衆
の
大
世
族
を
積
極
的
に
抑
摩
す
る
だ
け
の
力

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
疑
問
を
持
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
大
世

族
に
針
抗
す
る
た
め
に
新
世
族
と
結
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

(
ぬ
)
『
左
惇
』
定
公
元
・
二
年
に
見
え
る
、
周
の
卿
土
輩
簡
公
が
異
族
の

人
ば
か
り
を
任
用
し
た
た
め
撃
氏
の
子
弟
に
殺
さ
れ
た
事
件
は
、
蛍
時

の
雰
圏
気
を
よ
く
俸
え
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

(ω
〉
「
楚
ノ
公
子
奔
疾
許
ヲ
夷
-
一
一
澄
ス
。
寅
ニ
城
父
ナ
リ
。
州
来
ノ
准
北

ノ
田
ヲ
取
リ
テ
以
テ
之
ニ
盆
ス
。
伍
奉
許
男
ニ
田
ヲ
授
P
。
然
丹
城
父

ノ
人
ヲ
陳
-
一
一
造
シ
、
夷
ノ
睡
眠
西
ノ
回
ヲ
以
テ
之
ニ
盆
ス
。
方
城
外
ノ
人

ヲ
許
ニ
一
造
ス
。
」
(
『
左
俸
』
昭
公
九
年
〉
や
「
楚
子
陳
奈
不
糞
ユ
城

ク
。
」
(
『
同
』
昭
公
一
一
年
〉
な
ど
は
、
こ
の
時
期
の
大
懸
・
大
邑
を

一
一
層
増
強
さ
せ
る
意
園
を
、
よ
く
示
し
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

〈H
U

〉
『
左
停
』
昭
公
一
八
年
。

(
必
〉
『
左
惇
』
昭
公
一
九
年
。

(
円
相
)
蘇
に
お
け
る
賦
の
供
出
源
と
し
て
の
都
の
回
の
持
つ
重
要
性
は
、

『
左
停
』
成
公
七
年
の
申
公
亙
臣
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

(
M
H

〉
「
楚
の
申
懸
の
出
現
容
を
め
ぐ
っ
て
」
一
一
六
六
J
九
頁
。

(
必
〉
鄭
の
位
置
は
遁
徒
の
た
め
に
一
定
で
は
な
く
、
程
氏
は
闘
辛
の
時
代

に
は
こ
の
地
に
あ
っ
た
と
す
る
。

(
必
)
こ
の
鍾
儀
は
『
左
惇
』
成
公
九
年
で
自
ら
を
「
伶
人

(
H
繁
官
〉
」

「
小
人
」
と
稽
し
て
お
り
、
地
位
が
高
く
、
大
世
族
や
公
子
の
就
任
例

が
多
い
楚
の
懸
公
と
し
て
は
奇
異
で
あ
り
、
私
は
成
公
七
年
の
「
郎
公

鍾
儀
」
の
句
は
「
鄭
公
と
鍾
儀
」
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
も
考
え

て
い
る
が
、
そ
う
と
し
て
も
都
公
の
存
在
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
鄭

と
の
戟
い
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
鄭
公
は
蘇
公
と
見
て
よ

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
円
引
)
陳
梁
『
春
秋
大
事
表
列
図
爵
姓
及
存
滅
表
誤
異
』
〈
中
央
研
究
院
歴

史
語
言
研
究
所
専
刊
之
五
二
、
民
閣
五
八
)
加
三
、
鄭
の
係
。

(
必
〉
こ
の
勅
を
曾
婆
は
辛
の
父
の
子
旗
の
功
と
す
る
が
、
闘
伯
比
・
闘
穀

於
菟
な
ど
歴
代
の
闘
氏
の
王
室
へ
の
功
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
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(
川
叩
)
闘
辛
と
郎
と
の
関
係
に
闘
し
、
先
の
大
子
建
と
城
父
の
関
係
に
つ
い

て
の
考
え
を
述
べ
れ
ば
、
卒
勢
氏
は
「
前
掲
論
文
」
五
四
頁
で
城
父
を

麻
と
さ
れ
る
が
、
私
は
城
父
は
王
領
地
で
あ
っ
た
と
は
考
え
る
が
、

『左
停
』
昭
公
二

O
年
の
卒
王
の
奮
陽
へ
の
言
葉
な
ど
か
ら
、
建
が
鯨

公
に
な
っ
た
と
見
る
よ
り
は
、
一
時
的
に
城
父
を
采
邑
に
し
た
と
見
る

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。

(印〉

「
勅
ヲ
旅
」
す
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
そ
の
先
代

・
先
租
の
動
を
封

象
と
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
日
)
人
名
の
下
の
『
左
侍
』
の
年
は
原
則
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
就
任

・
離

職
の
年
を
示
す
が
、
公
子
申
の
定
公
六
年
は
令
ヂ
と
し
て
の
『
左
俸
』

へ
の
初
出
の
年
、
さ
ら
に
公
孫
寧
の
哀
公
一
七
年
は
就
任
の
年
で
あ

る
。
公
孫
寧
の
離
職
に
関
し
て
は

『左
侍
』
に
は
記
述
が
な
い
。
『
春

秋
大
事
表
』
楚
令
罪
表
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
在
職
期
間
を
、
昭
王

一
一
J

恵
王
一

O
年
、
悪
玉

一
0
1
一
一
年
、
窓
王

一一

J
一
九
年
、
と
し
て

い
る
。
こ
れ
以
後
の
令
予
に
つ
い
て
は
、
史
料
の
不
足
か
ら
時
代
順
に

追
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
臼
〉
昭
王
の
兄
の
公
子
結
も

『左
停
』
亥
公
一
七
年
の
杜
注
、
『
園
語
』

楚
語
下
の
章
注
か
ら
司
馬
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
就
任
の
時
期
は

不
明
。

(
臼
)
子
園
の
令
罪
就
任
の
前
に
候
補
と
な
っ
た
子
良
(
『
左
停
』
哀
公
一

七
年
)
も
惑
玉
の
弟
で
あ
る
。

(
臼
)
「
大
ユ
封
ジ
」
か
ら
直
ち
に
封
邑
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
後

述
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

(
白
山
)
曾
侯
乙
墓
出
土
の
竹
簡
に
見
え
る

「
郊
(
養
)
君
」
(
褒
錫
圭
「
談

談
随
懸
曾
侯
乙
墓
的
文
字
資
料
」
『
文
物
』

一
九
七
九
|
七
〉
、
江
陵
岳

山
大
隊
出
土
の
箆
の
銘
文
中
の
「
郡
白
(
伯
)
」
(
荊
州
地
区
博
物
館

「
江
陵
岳
山
大
隊
出
土
一
批
春
秋
銅
器
」
『
文
物
』

一
九
八
二
|

一
O
)

な
ど
が
こ
の
養
と
い
か
な
る
関
係
を
持
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
か
は
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

(
日
)

『左
停
』
定
公
五
年
の
曾
遠
か
ら
堂
と
裳
は
通
用
し
た
と
見
ら
れ

る。

(
幻
〉
『
水
経
注
』
巻
三
一
の
濯
水
の
僚
は
「
呉
玉
園
間
ノ
弟
夫
奨
楚
ニ
奔

リ
、
之
ヲ
築
総
-
一
封
ズ
。
」
と
し
、
さ
ら
に
何
浩

「
試
論
西
周
春
秋
時

期
的
楚
園
土
地
占
有
制
度
」
(
『
江
漢
論
壇
』

一
九
八
三
i
四
)
六
七
頁

は
こ
れ
を
異
姓
宗
族
へ
の
采
口
巴
賜
輿
の
例
と
し
て
い
る
。

(
国
)
こ
の
他
、

『
園
語
』

楚
語
上
に
も
見
え
る
。

(
臼
)
こ
の
析
公
に
つ
い
て
は
他
に
史
料
が
な
い
が
、
存
在
し
た
の
が
穆

王
・
荘
王
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
性
格
は
時
期
的
に
接
近
し
た

「
申
公
」
「
串
米
ご
と
同
様
懸
公
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。

〈
印
)
『
左
停
』
定
公
四
年
経
文
。

(
日
)
「
前
掲
論
文
」
四

一
四
頁
。

(
臼
〉
何
浩
氏
も
「
戟
園
時
期
祭
封
君
初
探
」
(
『
歴
史
研
究
』
一
九
八
四
|

五
)
一

oo--O一
一
良
で
こ
れ
を
楚
に
お
け
る
封
君
の
最
初
の
例
と

さ
れ
る
。

(
臼
)
『
園
語
』
の
章
注
は
司
馬
子
期
の
子
、

『左
縛
』
哀
公

一
六
年
の
禽

築
も
子
期
の
子
の
公
孫
寛
の
こ
と
と
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
魯
陽
文
子
は

『
准
南
子
』
覧
冥
訓
の
魯
陽
公
、
『
墨
子
』
耕
桂
・
魯
問
篇
の
魯
陽
文

君
と
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。

(
臼
〉
「
前
掲
論
文
」
四

0
1四
四
頁
。

(
防
)

「
武
と
二
心
|

『
左
俸
』
の

「
京
」
の
分
析
l
」
(
『
中
園
古
代
史
研
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究
』
第
三
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
)
。

(
伺
)
拙
稿
「
春
秋
楚
園
の
申
懸
・
陳
懸
・
薬
師
脚
を
め
ぐ
っ
て
」
三
九
頁
。

(
同
町
)
陳
厚
耀
『
春
秋
世
族
譜
』
巻
下
。

(
m
m
)

『
安
徽
史
皐
』
一
九
八
四
|
六
、
四
五
J
六
頁。

(
伺
)
衣
に
述
べ
る
孫
叔
殻
(
も
し
く
は
そ
の
子
)
へ
の
賜
邑
の
話
の
他
、

賜
邑
の
可
能
性
が
あ
る
の
は
来
奔
し
た
斉
の
七
人
の
公
子
を
大
夫
と
し

た
時
と
鍔
鳩
を
滅
ぼ
し
た
功
で
鳶
掩
を
賞
し
た
場
合
(
『
左
俸
』
俸
公

二
六
・
裏
公
二
五
年
〉
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
史
料
上
か
ら
は
明
言
で

き
な
い
。

(
初
)
『
目
氏
春
秋
』
異
賓
篤
、
『
史
記
』
滑
稽
列
停
、
『
准
南
子
』
人
関

訓
、
『
列
子
』
読
符
篇
。

(
礼
)
「
前
掲
論
文
」
四
七
頁
。

〈
η
〉

程
潟
卒
氏
は
「
春
秋
時
楚
園
貴
族
封
土
地
的
占
有
及
所
受
的
限
制
」

〈
『
中
園
祉
曾
経
済
史
研
究
』
一
九
八
四
|
一
一
)
六
二
頁
で
鐙
王
に
よ

る
闘
章
勉
ら
の
田
邑
の
奪
取
を
こ
の
「
二
世
牧
地
」
の
法
に
よ
る
と
し

て
お
ら
れ
る
が
、
他
王
に
よ
る
こ
う
し
た
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
こ
れ
は
鐙
王
の
洛
意
的
な
行
信
用
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
段

崇
浩
氏
は
「
春
秋
戟
園
時
楚
園
土
地
制
的
努
革
」〈
『
江
漢
論
題
』
一
九

八
五

l
四
〉
七
二
J
三
頁
で
、
楚
の
卿
大
夫
の
封
地
は
始
め
は
「
再
世

枚
地
」
の
短
期
占
有
で
あ
っ
た
が
、
昭
王
の
頃
ま
で
に
世
襲
に
徹
氏
わ
っ

た
、
と
さ
れ
る
が
こ
れ
も
首
肯
し
難
い
。

(

η

)

「
前
掲
論
文
」
二
五
頁
。

(
九
〉
註
(
幻
〉
〈
位
)
(
回
)

(

η

)

の
論
文
。

〈
万
)
註
(
幻
〉
参
照
。

(
刊
山
)
小
野
津
精
一
氏
は
「
『
左
停
』
に
見
え
る
「
室
」
の
意
味
と
春
秩
時

代
の
財
産
」
(
『
中
園
古
代
説
話
の
思
想
史
的
考
察
』
汲
古
書
院
、
一
九

八
二
〉
三
四
七
J
五
一
、
三
七
三
頁
で
「
取
其
室
」
と
表
現
さ
れ
る
場

合
の
室
の
内
容
と
し
て
、
貴
重
財
貨

・
道
具
類

・
車
馬

・
邑
な
ど
を
摩

げ
て
お
ら
れ
る
。

(η
〉
闘
氏
・
成
氏
は
荘
王
九
年
(
前
六

O
五
〉
の
若
致
氏
の
飢
で
の
敗
北

に
よ
っ
て
、
具
健
的
に
は
不
明
な
が
ら
そ
の
勢
力
は
大
き
く
削
減
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
時
貼
で
は
か
な
り
の
力
を
有
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

(
刊
叩
〉
楚
の
世
族
の
封
邑
の
所
有
権
に
関
し
て
は
、
何
浩
氏
(
「
試
論
西
周

春
秋
時
期
的
楚
園
土
地
占
有
制
度
」
六
七
頁
〉
は
王
に
腐
す
、
段
崇
浩

氏
(
「
春
秋
戟
園
時
楚
園
土
地
制
的
嬰
革
」
七
一
一
J
三
頁
)
は
主
か
ら

世
族
へ
移
行
し
た
と
論
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
建
て
前
と
し
て
の
所
有

権
が
誰
に
腐
す
に
し
ろ
、
賓
際
に
は
大
世
族
が
所
有
権
を
持
っ
て
い
る

の
と
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
盤
王
に
よ
る
奪
邑
が
ク
ー
デ
タ
ー
と
い

う
大
き
な
抵
抗
を
惹
き
起
こ
し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
さ
ら
に
こ
う

し
た
大
世
族
の
族
産
は
時
代
と
共
に
増
加
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
(
『
左
停
』
昭
公
一
一
一
一
年
の
嗣
意
亀
の
邑
中
燈
は
河
南

省
魯
山
懸
東
南
五
十
里
で
あ
り
、
楚
の
力
が
こ
こ
ま
で
及
ぶ
の
は
岡
氏

が
王
室
よ
り
分
か
れ
た
時
期
よ
り
は
る
か
に
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
地
は
嘗
然
王
室
よ
り
分
か
れ
て
以
後
に
輿
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ

る
〉
、
族
産
と
し
て
宗
邑
以
下
複
数
の
邑
と
田
土
を
所
有
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

(
乃
)
註
(
刊
巾
)
の
闘
章
勉
の
邑
中
型
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
如
く
、
世
族
へ

の
賜
邑
自
鐙
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
そ

れ
が
他
園
の
よ
う
に
何
ら
か
の
功
に
射
す
る
賞
賜
と
し
て
は
記
録
さ
れ
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て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
輿
え
ら
れ
た
か
明
ら
か
で
な
い
。

(
加
)
こ
う
し
た
見
方
が
嘗
た
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
楚
は
極
め
て
強
い
氏

族
制
の
程
質
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

食
偉
超
氏

が
「
関
子
楚
文
化
設
展
的
新
探
索
」
(
『
江
漢
考
古
』
一
九
八

O

一〉

二
五
頁
で
、
士
と
庶
の
区
別
の
弛
緩
・
階
級
制
度
の
後
化
の
度
合
が
、

楚
は
三
菅
商
周
地
区
に
比
べ
て
遅
い
、
と
し
て
お
ら
れ
る
の
は
興
味
深

(
凱
)
一
九
七
九
年
夜
掘
の
河
南
省
漸
川
懸
の
斯
川
下
寺
二
鋭
墓
の
墓
主
に

つ
い
て
、
王
子
午
(
河
南
省
丹
江
庫
区
文
物
設
掘
隊
「
河
南
省
漸
川
懸

下
寺
春
秋
楚
墓
」
『
文
物
』
一
九
八

O
|
一
O
)、
蓮
子
鴻
(
李
零
つ
楚

叔
之
孫
倒
シ
究
莞
是
誰
」
『
中
原
文
物
』
一
九
八
一
四
)
、
王
子
午
の

孫
(
張
亜
初
「
新
川
下
寺
二
貌
墓
的
墓
主
、
年
代
興
一
一
説
墓
編
鍾
的
名

割
問
問
題
」
『
文
物
』
一
九
八
五
四
)
の
三
設
が
あ
る
が
、
こ
の
墓
主

が
王
子
午
あ
る
い
は
そ
の
孫
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
は
王
子
午
又

は
そ
の
孫
の
封
地
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

(
位
)
こ
れ
に
つ
い
て
は
三
章
で
ふ
れ
る
。

(
回
)
怒
一
意
的
な
賞
賜
に
制
到
す
る
楚
の
園
入
居
の
拒
否
的
反
感
は

『左
停』

袈
公
二
二
年
に
見
え
る。

(
剖
)
子
園
に
輿
え
ら
れ
た
析
が
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
『
園
語
』
楚
語
上

に
盤
王
時
代
の
人
と
し
て
見
え
る
白
公
子
張
が
蘇
公
で
あ
れ
ば
、
自
も

例
と
な
る
。

(

田

町

)

註

(

6

)

で
も
鯛
れ
た
よ
う
に
、
増
淵
龍
夫
氏
は
「
前
掲
論
文
」
四

O

O
J
一
O
頁
で
、
春
秋
時
代
の
鯨
を
公
邑
か
私
ロ
巴
か
と
い
う
針
立
概
念

で
考
え
た
顧
頑
剛
の
立
場
を
批
剣
し
て
お
ら
れ
る
が
、
春
秋
期
の
楚
で

明
確
に
懸
と
断
定
で
き
る
も
の
は
世
襲
支
配
で
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

楚
豚
は
官
邑
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

(
部
)
『
准
南
子
』
覚
冥
訓
の
他
、
曾
侯
乙
墓
出
土
竹
簡
に
見
え
る
。
妥
錫

圭
「
前
掲
論
文
」
二
六
頁
は
こ
れ
を
『
准
南
子
』
の
人
物
と
同
一
と
し

て
お
り
、

『
圏
諸
問
』
の
魯
陽
文
子
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

(
釘
)
こ
の
他
、

『
目
氏
春
秋
』
に
は
成
公
買

(重
言
篇
)
、
卑
梁
公
(
察
微

篇
)
、
『
設
苑
』
に
景
公
(
臣
術
篇
)
、
成
公
乾
(
臣
術
篇
・
弊
物
篇
。

た
だ
医
術
篇
に
関
し
て
は
、
『
漢
貌
叢
古
一
国
』
所
牧
の
『
説
苑
』
は
成
公

乾
に
作
る
も
四
部
叢
刊
本

・
四
-
部
備
要
本
は
成
公
乳
に
作
る
)
が
春
秋

時
代
の
人
と
し
て
見
え
る
が
、
不
明
の
貼
が
多
い
の
で
本
稿
で
は
鰯
れ

t
、。

-すんし

(
∞
∞
)
申
公
子
儀
(
闘
克
)
・
息
公
子
透
(
屈
禦
冠
)
と
そ
の
あ
と
の
申
公
・

息
公
と
の
開
の
世
襲
関
係
を
否
定
す
る
の
は
、
卒
勢
氏
「
前
掲
論
文
」

四
O
J
一
、
四
四
頁
の
考
詮
に
従
う
。
た
だ
卒
勢
氏
は
楚
の
豚
管
領
者

の
世
襲
支
配
は
早
く
に
否
定
さ
れ
て
い
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
な
が
ら
、

「
前
掲
論
文
」
四
O
頁
で
こ
の
申
公
子
儀
(
闘
克
〉
と
そ
の
前
の
申
公

の
嗣
班
は
父
子
と
見
て
も
不
都
合
は
な
い
と
さ
れ
、
鯨
公
で
も
初
期
に

は
父
か
ら
子
へ
の
世
襲
の
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
お
ら
れ

る。

(
的
〉
力
関
係
な
ど
で
封
邑
公
の
邑
が
寅
際
に
は
世
襲
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
封
邑
公
の
場
合
は
魯
陽
公
の
例
か
ら
明
ら
か
な
如

く
、
世
抽
授
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

(
卯
)
卒
勢
氏

・
楊
寛
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
「
前
掲
論
文
」
五
三
頁
と
一
一
一
一
J
三

頁
で
武
城
を
楚
豚
と
さ
れ
る
。

(
川
と
も
ち
ろ
ん
図
と
し
て
の
察
で
は
な
く
、
奈
の
故
地
に
ま
と
め
た
邑
で

あ
ろ
う
。
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(
位
)
巣
・
武
城
・
奈
を
、
霊
主
に
よ
っ
て
懸
と
さ
れ
た
陳
園
・
禁
園
と
比

較
す
れ
ば
、
そ
の
差
は
歴
然
た
る
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
『
史
記
』
春

申
君
列
俸
に
よ
る
と
、
考
烈
王
は
春
申
君
に
准
水
の
北
の
十
二
懸
を
輿

え
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
見
て
戟
園
期
の
楚
懸
は
春
秋
期
(
特
に
震
王

時
代
ま
で
〉
の
も
の
に
比
べ
て
規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
。

(
m
m
〉
武
城
壁
…
の
出
自
は
明
ら
か
で
な
い
。

(
山
田
)
邑
の
人
民
を
兵
力
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
楚
の
申
懸
の

製
容
を
め
ぐ
っ
て
」
二
六
五

1
九
頁
参
照
。

(
町
田
)
『
左
俸
』
亥
公
四
年
で
、
葉
公
子
高
が
左
司
馬
阪
・
申
公
蕎
徐
と
共

に
梁
と
塞
を
伐
っ
た
際
、
奈
と
方
減
外
の
軍
を
率
い
て
い
る
の
も
、
子

高
が
禁
蘇
の
管
領
者
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
。

211 

(
部
〉
戟
園
期
、
呉
起
が
そ
の
繁
法
で
削
弱
を
園
っ
た
封
象
は
懸
管
領
者
で

は
な
く
、
こ
う
し
た
封
君
と
世
族
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

(
釘
)
何
浩
氏
は
「
戟
園
時
期
楚
封
君
初
探
」
一

O
九
頁
で
、
封
君
は
主
に

戦
闘
期
の
王
族
と
春
秋
以
来
の
奮
貴
族
の
子
孫
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
も
本
稿
で
見
た
「
封
ロ
巴
公
」
と
一
致
す
る
。

(
m
m
〉
『
左
停
』
昭
公
二
十
年
の
「
裳
君
向
」
の
性
格
も
現
在
の
と
こ
ろ
不

明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

(
附
記
)
本
稿
は
、
昭
和
六
十
年
度
文
部
省
科
皐
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
奨

動
研
究
〈
A
)
「
春
秋
・
殿
園
時
代
の
楚
園
の
支
配
構
造
の
研
究
」
の
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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CONCERNING THE DUKES （ＧＯＮＧ公）ＯＦTHE

STATE OF CHU 楚IN THE LATE SPRING AND

　　　　　　　　　

AUTUMN PERIOD

Abe Michiko

　　

Until now, the term “such and such ａ Duke”（ｍｏｕ-ｇｏｎｉ

has appeared in historical materials of the state of Chu in the Spring

and Autumn and Warring States periods, has always been taken to mean

“District Duke” （ｘtａｎｇｏｎｇ蘇公）.　However, from an investigation of

the dukes Shegong Zigao 葉公子高and Baigong Sheng白公勝it has

become clear that after the time of King Ping (Ping Wang 平王） cases

appeared where people were called by the title of Duke with the name

of their own 丘ｅｆattached. In this essay, I will call these new Dukes

“Fief Dukes” （戸男ＯＳｅａｌｒｅａｄｙ known

as “Official Dukes” （ｅｖｘｉｎｙiｓｏｎｇ,官邑公）ｗho were District Dukes｡

　　

These Fief Dukes came to be created as ａ political measure taken

by King Ping, who ascended the throne by ａ coup d'etat, and even more

by his successors in response to the pressing problems of A) the stabili。

zation of the king's power, B)the reestablishment of ａ system of border

defense, and Ｃ）the soothing of public opinion calling for protection of

the clan system arising in response to the policies of King Ling (Ling

Wang宣王）.Ｎｏt only King Ping but also King Zhao （ＺｈａｏWang昭

王) and King Hui (Hui Wang 恵王) gave land to their close relatives

and to children of the royal family along with the economic power that

went with it, and then appointed them to important oiEces.　Or else they

assigned them to the localities as the managers of those districts｡

　　

It can be concluded perhaps that the Fief Dukes themselves who

appeared after the time of King Ping should be placed at the top of

the lineages of the feudal lords封君of Chu in the Warring States

period, lineages whose genesis has not been clear until now.

－１
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